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まえがき

 

　現代においても歴史は繰り返すか、歴史は否定されるのか、歴史が歪曲されているケースを見受けることがある。歴史は事実だったのか、誰が歪曲したのか、どのような意図があったのかを研究することは現代人の義務であるかとも考えられる。歴史は必ずしもその場で正確に記録されている訳ではなく、後世の後裔が記述したものであることを考えると、編纂者の意図が作用する余地は十分にある。中世東国武士の歴史を読み解くには第一次資料とされる手紙、日記などの先祖の遺物を探し出し、先祖の活動のあかしとすることができるが、これでは人物のなした事績は研究できない。多くの歴史の研究は二次資料とされる物語、記録に書き残されたことを分析し、必要な実像を求めることが中世歴史研究には必要なことである。

　一般的には九世紀以降の武士団の叢生は、律令国家体制が崩れてゆき、中世的な統治体制へ変化してゆく過程で公民層が階層分解して、富裕層の開発領主が自らの権益を守り、あるいは拡大するために現地支配を継続したことに始まる。中世的な支配体制を作り出したのは、桓武以降の諸天皇が設けた膨大な子女を臣籍降下して比較的高い位階を与え、源性や平性を持つ者たちの国司への任用などで利権の取りまとめとしたことにある。西国での平氏滅亡後に成立したとされる源頼朝による鎌倉幕府は当初から頼朝と義経の対立があり、承久の乱などの朝廷との競合があった。武士団による支配体制は、重臣・家人・同族の争いが絶えず、武力がある故の紛争があったことについて考えてみる。

　十二世紀初頭のころ、東国では、地方軍事貴族の系譜を引く在地の有力武士たちが地域紛争を繰り返し、とりわけ同族間で惣領・家督権の争奪に明け暮れる状況にあった。このような時代にあって東国に進出した河内源氏の棟梁源義朝は軍事的実力と貴族性を合わせもち調停者となっている。義朝は保元の乱では上洛した東国武士たちを率いて戦い、乱後に下野守に左馬頭を兼ね、内昇殿という名誉を得て自立した政治的立場を築き、地方武士の政治的利害を代表して行動しうる存在、すなわち武家棟梁となっていた。しかし平治の乱で義朝は滅び去り東国は再び地域間・同族間紛争の修羅場となり、上総氏にも千葉氏にも一族間抗争が発生し、佐竹氏が勢力を拡大していた。治承四年(一一八〇)十月六日、三四歳の源頼朝は畠山次郎重忠を先陣とし、後陣は千葉介常胤と上総介広常で数万騎の軍勢を従えて相模国に入った。石橋山で大庭三郎景親の率いる平家軍に大敗してからわずか四十日あまり、頼朝にとっても奇跡としか思えなかったに違いない。源氏の挙兵を促す以仁王（もちひとおう）の令旨（りょうじ）が、義朝の弟の源行家によって伊豆にいた源頼朝のもとに伝えられたが、行家はさらに甲斐・信濃両国の源氏にも令旨を伝えている。頼朝が挙兵すると、武田信義と安田義定はいち早く挙兵し、その武力を発揮して、富士川の合戦に大勝した。その後の源氏軍の入洛、木曽義仲の追討に甲斐源氏の棟梁たる二人は貢献している。政治的手腕に卓越した頼朝は、寿永二年(一一八三)に、東海・東山両道他の年貢進止権を頼朝に与えるという宣旨を朝廷に発布させ、頼朝政権の政治的な権益が確立せられると、最大の対立者になりうる甲斐源氏の勢力をあらゆる手段を使って押えこんでいる。武田信義は、頼朝との関係が悪化し、蟄居され失意の中に没している。安田義定は縁坐の罪に関われて所領を没収され滅ぼされている。一方で、甲斐源氏一族武田信光は頼朝の信頼を受けていて、やがて甲斐守護となっている。同じく小笠原長清は信濃守護となっている。これらの処置は鎌倉幕府による政権維持のための権力行使であり、武力抑止と考えられる。

　時代が下って貞和五年（一三四九）に鎌倉に下向した九歳の足利基氏は鎌倉府初代公方として礎を築き二八歳で死去している。当時の東国武士にとって、鎌倉幕府滅亡とは執権北条氏滅亡でしかなかった。東国には伝統的な東国武士が蟠踞し、圧倒的な位置を占め続けており、鎌倉府の存在理由は、そうした地域的特徴・歴史的特質をもった東国社会の統御にあったといえる。応永二二年(一四一六)に勃発した上杉氏憲（禅宗）の乱は、事前に準備をしただろうに関東公方足利持氏を討ち取れていない。持氏との不仲があったとされるが、大混乱を起こしただけで、やがて室町幕府により平定されている。氏憲の一族は滅ぼされ、氏憲の舅であったために加担した武田信満も攻められ自害して甲斐守護武田氏は滅亡している。結果を考えず、恨みだけで武力行使した武士団の無謀を露見したといえる。幕府は荒廃した甲斐の守護に信満の弟の信元を選任するが、独力では入部できない状況であったため武田とも姻戚関係の深い信濃守護であった小笠原政康に協力させる。やがて約二〇年が過ぎて武田氏は守護として甲斐入部を果たすが、それは信元ではなく信満の嫡男信重であった。その後の甲斐守護となった信重の活躍は室町幕府の施政に大きな貢献をしている。これらの室町時代の武家社会の政治情勢を分析・研究することは、後の戦国時代の武力が優勢する政情勢を考えるのに重要である。

　中世は武士の時代といっても過言ではないだろう。室町時代の戦国期を迎えようとする頃の武士と、鎌倉時代の武士は争乱を繰り返すところは同じであるが、室町時代中期の武士は行政経験を身に帯びているはずであるが、政治権力が対立を究め争乱を助長している。鎌倉時代には幕府の御家人として成長を遂げ、室町時代には鎌倉府に奉仕する武士団として変貌を遂げた東国武士に焦点を当てた歴史を解明するには、歴史をさかのぼって学ぶのが良い。争乱が頻発したことは事実として、それを助長した政治的背景があり、政治権力であった室町時代中期の鎌倉府の公方と管領の内部紛争があった。さらに政治権力に従う東国武士たちも相続争い、内訌があり、紛争を拡大させている。室町時代時代中期に勃発した、上杉禅秀の乱を知り、東国武士の紛争原因と政治的結末について物語ることは中世の歴史解明に意味がある。そこからさかのぼり室町幕府と関東府の対局の状況を調べ、当時の行政権が二極化されていたことが、東国武士の抗争原因になっていたことを物語る。中世の東国武士の社会を理解するには歴史をさかのぼって物語るのが良い。


第一章　上杉禅秀の乱と鎌倉府

第一章　上杉禅秀の乱と鎌倉府


プロローグ

鎌倉府は南北朝時代に室町幕府が東国統治のために設置した機関で、鎌倉公方は関東管領によって補佐され、管領職は上杉氏による世襲状態であった。第二代鎌倉公方・足利氏満は正平二二年（一三六七）、父基氏の死去をうけて九歳で鎌倉公方となる。翌正平二四年（一三六九）に元服、従兄で第三代将軍の室町幕府将軍・足利義満の偏諱を受けて氏満と名乗る。天授五年（一三七九）、京都で室町幕府内部の抗争である康暦の政変が起こると、それに呼応して足利義満に対して挙兵しようとしたが、関東管領・上杉憲春が自刃して諌めたために断念する。しかし、このことはやがて京都に伝わり、氏満は謝罪の使者を送るほかなかった。元中九年（一三九二）、氏満は義満から陸奥や出羽の統治も任される。その背景には伊達氏や白河結城氏など有力武家を奥州管領が十分に統率できなかったことや、前年に発生した明徳の乱を受けて鎌倉府の離反を阻止する意図があったとみられている。だが、これによって義満と氏満、あるいは鎌倉の鎌倉府と京都の将軍家と対立が解消されることはなかった。

第三代鎌倉公方・足利満兼は父と同じく元服時に第三代室町幕府将軍・足利義満の偏諱を授かり満兼と名乗る。鎌倉公方は父の代より京都の将軍家とは緊張関係が続いており、応永六年（一三九九）に大内義弘が堺で義満に対して挙兵した応永の乱では義弘に呼応している。さらに自身も、義弘に加勢するため鎌倉を発ち、武蔵府中（東京都府中市）まで進軍するが、関東管領・上杉憲定に諫止され、義弘の敗死を聞き、翌年に鎌倉に引き返した。伊豆の三島神社に納めた願文によって幕府に恭順の意を示し、最終的に罪を赦されている。満兼は応永一六年に死去、享年三二歳であった。長男の持氏が跡を継ぐが、室町幕府との確執は親から子へと引き継がれてゆく。


第一節　足利持氏の挑発

足利満隆は、第二代鎌倉公方・足利氏満の三男である。元服時に第三代将軍・足利義満より偏諱を受けて満隆と名乗る。応永一六年に第三代鎌倉公方であった長兄の足利満兼が没すると、新たに鎌倉公方となった甥（満兼の嫡子）の幸王丸（のちの足利持氏、一一歳で相続した）を補佐する立場に立つ。ところが、翌年に満隆謀反の風説が立ち、幸王丸が関東管領・上杉憲定の屋敷に逃げ込む騒ぎが発生している。その後、憲定の仲介により、満隆の謝罪、および幸王丸の異母弟である乙若丸（のちの足利持仲）を養子とすることで事態は沈静化された。この事件を機に鎌倉府内の反上杉憲定派の動きが活発化し、同年秋には憲定は事実上の失脚に追い込まれて上杉氏憲（のちの禅秀）が関東管領に就任し、それに伴って反憲定派と結んでいた満隆は一転して鎌倉府の実権を掌握した。同年には幸王丸・乙若丸兄弟の元服が同時に行われ、第四代室町幕府将軍・足利義持（義満の子）の一字を受けてそれぞれ「持氏」「持仲」と名乗ったが、（持氏が自ら政務を開始する応永二二年（一四一五）まで）鎌倉府の評定は満隆が若年の持氏に代わって主宰し、氏憲がその補佐にあたっていた。ところが、持氏が自ら政務を執り始め、氏憲が失脚すると、自らの立場に危機感を抱いた満隆は持仲や氏憲（禅秀）とともに持氏の排除を計画、応永二三年（一四一六）に鎌倉において挙兵した（上杉禅秀の乱）。一時は持氏を鎌倉から駿河に追い出し鎌倉を制圧して自ら鎌倉公方を称するが、京都の将軍・足利義持はこれを認めず、義持の命を受けた今川範政・上杉憲基らに攻められ鶴岡八幡宮別当坊（鎌倉雪ノ下）で禅秀・持仲たちとともに自害した。


第二節　上杉禅秀の乱

応永一六年に第三代鎌倉公方・足利満兼が死去すると満兼の子で一一歳の持氏が新公方となった。当初、山内上杉家の上杉憲定が関東管領の地位にあったが、応永一八年に憲定が失脚すると、代わりに山内上杉家と対立関係にあった犬懸上杉家の上杉氏憲（禅秀）が関東管領に就任した。氏憲は持氏の叔父にあたる足利満隆、満隆の養子で持氏の弟である足利持仲らと接近して若い持氏に代わって鎌倉府の実権を掌握しようとした。ところが、応永二二年の評定で氏憲と持氏が対立すると、氏憲は関東管領を更迭され、後任の管領として山内上杉家の上杉憲基（憲定の子）が管領職についた。氏憲は足利満隆・持仲らと相談し、氏憲の婿にあたる岩松満純、那須資之、千葉兼胤、長尾氏春、大掾満幹、山入与義、小田持家、武田信満、結城満朝、蘆名盛政や地方の国人衆なども加えて翌二三年（一四一六）に持氏への反乱を起こした。鎌倉は混乱しその隙に持氏らは家臣に連れられて脱出していた。その後、氏憲と満隆は合流した諸氏の兵と共に鎌倉を制圧下に置いた。当時、東国の有力武家は通常は鎌倉府に出仕して必要に応じて領国に戻って統治を行っていたと考えられているが、氏憲らは持氏を支持する諸将が鎌倉に不在の隙をついて挙兵をしたとみられている。

室町幕府将軍・足利義持は諸大名とともに会議を開き、持氏救援に乗り出すことになった。幕府の命を受けた今川範政・上杉房方・小笠原政康・佐竹氏・宇都宮氏の東国武士が満隆・氏憲討伐に向かった。このため、氏憲らは持氏の殺害を図って駿河を攻めるが今川氏に敗れ、更に上杉氏らに押された江戸氏・豊島氏ら武蔵の武士団が呼応して武蔵から氏憲勢力を排除した。翌応永二四年の世谷原の戦いで氏憲軍が江戸・豊島連合軍を破り、押し返すがその間隙を突いて今川軍が相模に侵攻、氏憲や満隆、持仲らが鎌倉雪ノ下で自害した事で収束した。この乱で敗北した事により犬懸上杉家は関東での勢力を失う。


第三節　禅秀の乱の波紋

室町幕府は乱に際して第四代将軍・足利義持は持氏を支援するが、一方では義持の弟の足利義嗣が出奔する事件が起こり、義嗣は捕縛されて幽閉されるが、幕府内で上杉氏憲と内通していた疑惑のある人物として名前が挙がるなど波紋が広がる。自分の身に対する危険を感じた義嗣は京都を脱出するが、間もなく義持側近であった富樫満成に高雄で捕らえられ、義嗣の身柄は仁和寺から相国寺へ幽閉されて出家させられた。ところが、義嗣の取調べにあたった富樫満成から出された報告が問題を呼んだ。そこには義嗣とともに現管領細川満元、元管領斯波義教をはじめ、畠山満則、赤松義則、土岐康政、山名時熙、更に公家の山科教高、日野持光らが共謀して上杉氏憲に呼応して義持打倒を計画していたと言うのである。これを受けて土岐持頼（康政の嫡子）が伊勢国守護の地位を奪われた他、満元以下有力守護や公家たちが揃って謹慎・配流を命じられた。さらに、義嗣は義持の命を受けた富樫満成により殺害される。ところが、逆に富樫満成が義嗣に加担し、なおかつ義嗣の愛妾・林歌局と密通しているとの疑いで追放されてしまった。これは件の告発によって義持と富樫満成ら側近集団に実権を奪われた細川以下の有力守護大名側の逆クーデターとも言われている。なお、満成は高野山に逃亡したものの、畠山満家の討伐によって殺害されている。


第四節　鎌倉公方と室町幕府

室町幕府のこの反乱に対する立場は、義嗣や南朝との連携を危惧して氏憲討伐に乗り出したのであって、本心から鎌倉公方である持氏を支持していた訳ではなかった。持氏も幕府中央の混乱に乗じて関東・奥州各地に発生した武装蜂起に対して自己の政権の権限と基盤の強化に乗り出して幕府中央の権威を否定する動きを以前から見せていた。幕府から追討を受けている筈の氏憲の遺児が実は幕府に保護されていたという事実は、持氏が幕府に対して反抗する事態を考慮したからである。鎌倉府と敵対的でありながら室町幕府の意向を受けて禅秀討伐に加わった下野国の宇都宮持綱が乱後に上総国の守護に任じられたり、足利氏ゆかりの足利荘が鎌倉府から室町幕府の直接管理に移されたりしたのも、持氏に対する牽制であったと考えられている。

禅秀の死の翌年にはその旧領であった上総において上総本一揆と呼ばれる旧臣である国人達を中心とした一揆が発生している。更に禅秀方についた大名らは持氏からの報復を危惧して鎌倉への出仕を取りやめる者が相次いだ。その後、持氏は岩松氏や佐竹氏などの氏憲の残党狩りや京都扶持衆の大名など関東における反対勢力の粛清などを行うと同時に自立的行動を取りはじめる。その一方で、奥州南部の統治のために派遣されていた叔父の篠川公方・足利満直は犬懸上杉家との関係が深く、乱後の持氏との関係の悪化とともに鎌倉府からの自立を図るようになる。やがて、守護任命などを巡り幕府は鎌倉公方を警戒し、鎌倉公方と関東管領との意見対立も続き、関東地方での騒乱は永享一〇年（一四三八）の永享の乱に引き継がれる。

鎌倉市にある鎌倉公方邸跡

 [image: ]


第五節　足利持氏と永享の乱

京都の将軍と鎌倉公方の対立は、持氏の祖父・足利氏満の時代にすでに始まっていた。この時は関東管領上杉憲春の諫死で対立は未然に防がれたが、関東に支配権を延ばそうとする将軍と、それに抗する鎌倉公方の衝突は宿命的なものであった。

応永三〇年（一四二三）、東国にありながら室町幕府に出仕する京都扶持衆の小栗満重が室町幕府の命令を受けて反乱を企てたとしてこれを攻め滅ぼし、続いて同じく扶持衆の宇都宮持綱・桃井宣義を倒して関東から親幕府勢力の一掃を図った。これに対して、将軍・足利義持は持氏討伐を計画するが、持氏の謝罪によって討伐は中止された。だが、関東御扶持衆を用いて持氏の勢力拡大を牽制しようとする幕府側とそれに対抗しようとする持氏の対立は深刻化する一方であった。

応永三二年、第五代将軍であった足利義量が病死し、正長元年（一四二八）に前将軍であった義持も病死して将軍職が空位となると、持氏は義持の猶子であり、自身が足利氏の一族であるという名分から第六代将軍の座を望んだ。しかし、管領の畠山満家や三宝院門跡満済らの協議によって、第六代将軍は義持の弟四人のうちから籤引きで選ばれることになり、この結果、天台座主義円が還俗して足利義教として将軍職を継承することとなった。持氏はこの将軍職相続に不満を持ち、新将軍の義教を還俗将軍と軽んじ、義教の将軍襲職祝いの使者を送らなかった。さらに、元号が永享に改元されても前年号の正長を使い続け、本来ならば将軍が決定する鎌倉五山の住職を勝手に取り決めるなど、幕府と対立する姿勢を見せ始めた。関東管領・上杉憲実は持氏と義教の融和を懸命に努めたが、持氏はこれに応じずに逆に憲実を遠ざけ、上杉氏庶流の上杉憲直や一色直兼・簗田満助ら近臣を重用し、やがて憲実が持氏に討たれるという噂が流れるまでになり、間もなく関東管領を辞職している。一方、室町幕府においても義教と度々対立していた管領・斯波義淳が辞してしまい、宥和派であった畠山満家が翌永享五年（一四三三）に、満済が永享七年に没すると義教を止めることのできる人間は存在しなくなった。永享一〇年（一四三八）、持氏の嫡子賢王丸が元服を迎えて名を改める際、本来ならば将軍に一字を拝領する慣例であったが、それを行わず義久と名付けた。この命名に対して関東管領・上杉憲実は反対したが無視された。義久は鶴岡八幡宮にて元服の式を挙げたが憲実はこの元服式に出席せず、憲実と持氏の対立は決定的となり、憲実は鎌倉を去り、領国の上野国へ下った。これを憲実の反逆と見た持氏は一色直兼に命じて討伐軍を差し向け、自らも武蔵国府中高安寺に出陣する。将軍・義教は憲実の救援のため、篠川公方・足利満直や駿河守護・今川範忠の出兵を命じた。さらに禅秀の子上杉持房・教朝らを含む六万の軍勢を派遣する。同時に持氏追討の天皇の綸旨の発給を求め、持氏は朝敵となった。持氏軍は敗れて相模の海老名まで引いたが、鎌倉を守護していた三浦時高ら武将の裏切りが相次いだために兵は逃亡し、持氏は孤立無援となる。持氏は鎌倉に引く途中で憲実の家宰・長尾忠政と出会い、憲実に義教との折衝を依頼する。その後、鎌倉称名寺で出家し、永安寺に幽閉された。憲実は持氏の助命と義久の公方就任を懇願したが、義教は許さず、憲実に持氏の追討を命じた。永享一一年（一四三九）、憲実の兵が永安寺を攻撃し、持氏は自害して果てた（永享の乱）。これにより鎌倉府は滅亡した。


エピローグ

永享の乱後に第六代将軍・足利義教が実子を鎌倉公方として下向させようとすると、永享一二年に持氏の残党や下総の結城氏朝・持朝父子などが永享の乱で自殺した持氏の遺児を擁立し、室町幕府に対して反乱を起こす。幕府方は総大将・上杉清方や今川範忠・小笠原政康などの諸将や関東の国人などを討伐のために派遣して、永享一二年（一四四〇）、氏朝らの立てこもった結城城を包囲した。嘉吉元年（一四四一）、結城氏朝・持朝は敗北し討死し、城は落城した。持氏の遺児のうち、春王丸、安王丸は義教の命を受けた長尾実景によって美濃で殺され、永寿王丸（後の足利成氏）は京都に送られた。戦火は鎌倉公方の支配下にあった奥州にも飛び火し、持氏の叔父でありながら永享の乱で幕府側に寝返った篠川公方・足利満直が結城氏を支持する諸将に討たれ、翌年には京都において結城合戦の祝勝会の名目で招かれた将軍・義教が家臣の赤松満祐に暗殺された（嘉吉の乱）。義教は次男である義永を次の鎌倉公方に任命するべく工作していたが、自身の死によって挫折することになる。結城合戦は永享の乱の延長線上の出来事であるが、合戦の規模は永享の乱よりも大きい。


第三章　室町幕府と甲斐守護補任

第三章　室町幕府と甲斐守護補任


プロローグ

甲斐国は鎌倉時代から戦国時代まで、一貫して武田氏が守護をつとめた稀有な国の一つと数えられている。

元弘三年（一三三三）、鎌倉幕府が滅んだ。後醍醐天皇の親政がはじまるが、建武二年（一三三五）、足利尊氏が新政府に反旗をひるがえすと、甲斐守護であった武田政義と安芸守護であった武田信武は早速これに呼応して挙兵し、天皇方を攻撃している。天皇方を南朝（宮方）、尊氏方を北朝（武家方）といい、いわゆる南北朝の内乱時代になると、政義は戦死するが、信武は尊氏と軍事行動を共にして、やがて甲斐守護をも兼務し甲斐の武士を指揮している。信武の死は延文四年（一三五九）とされているが、甲斐の守護職は信成―信春―信満と子・孫に継承されてゆく。

甲斐国守護所は南北朝期に安芸守護・武田信武が庶流の石和流武田氏を没落させた後、八代（笛吹市）や千野（甲州市）へと移転し、室町時代初頭には石和に近い小石和に据えられた。応永二三年（一四一六）の上杉禅秀の乱で守護不在となると国人領主らが台頭し、守護代・跡部氏の排斥を経て群雄割拠の乱世を迎える。その後、信昌・信縄父子が川田館（甲府市川田町）を新たな守護所とし、笛吹川を挟んで商業地と分離した城下町を整備する。内部抗争を制した信縄の子・信虎は、永正一六年（一五一九）に盆地中央の扇状地へ居館を移し、躑躅ヶ崎館を築いて新府中と称した。有力国人に集住を促すと同時に、小山田氏・穴山氏らが要地へ拠点を移す。積翠寺丸山の要害山城や湯村山城など支城も構築し、石和八幡神社に由来する府中八幡神社や御崎明神を甲府へ勧請し、武田領内神社の統制拠点とした。こうして甲府は戦国大名の政務・防衛・経済の中心として確立され、以後の甲斐国支配の中核を担う府中として歴史に刻まれる。


第一節　武田信満の討伐

武田信満は、甲斐国・安芸国守護、甲斐源氏第一三代当主である。息子に武田信重、武田信長、江草信泰、宗印、今井信景、信賢、倉科信広、上杉禅秀室がいる。官位は安芸守。応永二十年（一四一三）、父信春の死により家督を継いで当主となる。室町時代に甲斐国は関東八国を支配する鎌倉府の管轄下に置かれていたが、応永二三年（一四一六）に鎌倉で鎌倉公方・足利持氏と前関東管領・上杉氏憲（禅秀）の対立から禅秀による反乱が起こったおりに氏憲の縁者（小舅）に当たる信満は氏憲側に属した。上杉禅秀の乱は足利満隆・足利持仲の兵が鎌倉の御所を攻め、持氏は駿河国の今川範政を頼り駿河大森（静岡県裾野市）へ逃れるが、その後、室町幕府将軍・足利義持が持氏を支持し、禅秀討伐の御教書を発し、駿河国守護・今川範政や越後守護・上杉房方らが鎌倉へ出兵すると、翌応永二四年（一四一七）に禅秀らは滅亡し、やがて持氏は鎌倉へ帰還した。乱の平定後に持氏は禅秀方の討伐を行い、信満は上杉憲宗の討伐軍の攻勢を受け、応永二四年（一四一七）に十賊山にて自害。信満の滅亡により甲斐は守護不在状況に陥り、鎌倉府と室町将軍の争いと連動して国人による騒乱に悩まされることとなる。

。


第二節　武田信元の甲斐守護補任

武田信満の敗死は武田守護家にとって大きな悲劇であった。この機会に久しい間雌伏を余儀なくされていた甲斐源氏の一族逸見氏が、時機到来とばかりに鎌倉府の持氏に味方して勢力の伸張を図ったため、甲斐では逸見氏が一時圧倒的な優位に立ち、信満の嫡子信重ら武田守護家の人々は甲斐を逃れて他国に流浪するという悲劇の時代を迎えることとなる。鎌倉府と結んで権勢を振るう逸見有直にとって信満の敗死は勢力伸長の絶好の機会であった。かねてから何とかして武田に代って甲州一円の守護になろうとして持氏へ忠功を尽くしていた。有直は甲斐の守護に任命されんことを持氏に願った。持氏はこれを聞き入れ有直のために海老名三河守を京に派遣して守護任命のことを幕府に申請した。当時の甲斐は鎌倉府の管轄下にあったが、守護の任命権は室町幕府が握っており、鎌倉府の権限外のことであったから、こうして幕府への上申となった。もちろん形式上は幕府が任命するが、守護の任命には鎌倉府の同意が必要であり、鎌倉府から上申があれば、それをそのまま認めるのが普通のケースであつた。しかしこの場合は違った。室町幕府将軍・足利義持は鎌倉府の再三の申請を拒否し、有直の守護任命を承認しなかった。幕府にして見れば、たとえ信満が謀反人であったとしても、それだけで信武以来足利将軍家に忠誠を尽くし、しかも代々甲斐の守譲職を世襲してきた名門武田氏を排除し他氏を守護に任命することには、やはり大きな抵抗感を覚えたであろう。まして鎌倉府の息のかかった人物の守護任命は、政略上も得策でないと考えたに相違ない。こうして甲斐の守護任命問題は、幕府と鎌倉府との関係を一層険悪化させる要因となった。逸見有直の守護任命は幕府によって拒否されたが、有直は甲斐の国務を沙汰し、甲斐の国内は事実上逸見氏の支配に帰してしまった。こうした情勢に対し、幕府は面目上からも、甲斐の守護を早急に任命する必要に迫られた。幕府が自羽の矢をたてたのは、信満の弟・信元であった。禅秀の乱には直接関係しなかったが、信満自害の時恐れをなして甲斐を去り、高野山に上り入道して空山と号し、関居していた。暮府はこれを起用して陸奥守となし、甲斐守護に任命して帰国させようとした。しかし逸見氏一派が実権を握っている甲斐へ独力で入部することなどは到底できない相談であった。そこで幕府は信濃の豪族で将軍家の信頼が厚かった信濃の豪族・小笠原政康(当時右馬助)に命じて信元の入部を援助させた。小笠原氏は武田氏と祖を同じくするだけでなく、姻戚関係もかなり密接であり、信元と政康との関係は叔父・甥の関係であったことが知られる。幕府が信元の甲斐入部に当たり、隣国の雄族(実質上は信濃の守護)の小笠原政康に援助を命じたのは故あることであった。援助の事実は将軍足利義持が政康に与えた三通の御内書（ごないしょ、小笠原文書として残されている）によって明らかである。

信元は将軍・足利義持の命を受けて還俗し、甲斐守護・陸奥守に任じられ、小笠原政康の助力を得て応永二五年（一四一八）に入国を果たした。同年頃には反抗勢力と交戦しているようであるが、この頃には小笠原氏支族で信濃出身の跡部氏を甲斐守護代として迎えている。子に彦次郎があったが早世しており、甥である武田信長（信満の二男）の子・伊豆千代丸が嗣子となったが、甲斐守護代の跡部氏に領国の実権を握られており、甲斐守護職や武田氏惣領を継承した形跡は見られない。信元の没年は不詳であるが、応永二八年（一四二一）に甥の信重が甲斐守護として帰国するように室町幕府から促されているから、これ以前に没している。


第三節　武田信重の甲斐守護補任

武田信重は、室町時代中期の守護大名。甲斐源氏一四代当主。元中三年（一三八六）、信満の長男として甲斐国都留郡に生まれる。父の信満は持氏の討伐を受けて敗死する。乱に際して在京していた信重や叔父の信元はともに剃髪して高野山に入り、信重は光増坊道成と号している。信元の死後、跡部氏に補佐された信重の弟・武田信長の子・武田伊豆千代丸と逸見氏や反武田勢力との抗争が、やがて伊豆千代丸と対立した跡部氏が武田信長を国外へ駆逐し、跡部氏の専横が強まっていく。応永二八年（一四二一）に幕府は信重を新たに守護に任命する方針を鎌倉府に示すが、持氏はこれに抵抗したため、実際に任命人事が発令されたのは応永三〇年（一四二三年）であった。ところが、信重は逸見氏・穴山氏の抵抗を理由に甲斐への帰国を拒否し、それが受け入れられなければ就任を拒否する姿勢を示した。そのため、任命は中止され、信重は四国への隠棲を余儀なくされた。この流れが変わったのは、室町幕府の第六代征夷大将軍に足利義教が就任してからである。義教は再度、信重に甲斐守護就任を命じ、更に隣接する駿河国駿東郡の佐野・沢田両郷を与える提案が出されるものの、信重は再度拒否するが、義教は信重を許して京都に呼び戻した上で摂津国溝杭荘の一部を与えたのである。これは持氏との対決が近いと考えた義教が信重を庇護する姿勢を示したものであった。永享五年（一四三三）には跡部氏による輪宝一揆によって甲斐における勢力を失った武田信長が鎌倉を出奔し、永享六年に入ると跡部氏が室町幕府と極秘に交渉を行い、室町幕府管領・細川持之や三宝院満済の説得を受け入れた跡部氏が信重を守護として迎える姿勢を示した。永享七年には京都において信重と跡部氏の対面が行われるとともに、跡部氏は幕府に対して信重を守護に擁立することを約束したのであった。永享一〇年（一四三八）、信重は小笠原氏や跡部氏の援助を得て入国する。信重の帰国した時期は幕府と鎌倉府の対抗が最大限に達しており、永享の乱では信重も出兵要請を受けているが、このときは出兵した形跡が見られない。続く結城合戦や嘉吉の乱では信重も出兵している。なお、結城合戦においては結城持朝（結城氏朝の子）の首級を挙げている。文安三年（一四四六）、信濃守護・小笠原政康の死後に発生した相続争いでは幕命により小笠原光康擁立に尽力している。宝徳二年（一四五〇）、信重は黒坂太郎を討伐中に穴山伊豆守に殺害された、享年六五歳。伊豆守は穴山満春の実子とされ、信重が次男の信介を養嗣子として穴山家に送り込んだため、それを恨んで引き起こしたとされる。後を子の武田信守が継いだ。


第四節　武田信昌の甲斐守護補任

甲斐源氏第一六代当主。父の信守の早世により、康正元年（一四五五）に幼くして九歳で家督を継ぐ。父も若年での相続だったこともあり、信昌期の武田氏は守護代の跡部明海（駿河守）・景家（上野介）父子の専横を許していた。長禄元年（一四五七）には小河原合戦、馬場合戦において一門の吉田氏や岩崎氏らを失い、岩崎氏がかって地頭を務めたとされる岩崎郷（甲州市）が跡部景家に領有されている。しかし信重を守護として迎えたことから明らかなように跡部氏には自らが守護になろうとする意志はなかったようである。信昌は寛正四年（一四六三）頃に元服し、室町幕府と積極的に接触する。幕府と交渉し、幕府に対して銭・進物などを献上する経済力を持っていたことから、少なくとも、跡部氏の専横による逼塞というような状況ではなかった。幕府との接触の目的は甲斐守護への補任であったろうが、寛政六年には室町将軍義政から古河公方・足利成氏討伐のため、下総への出陣を命じられていることから、この時点では守護になっていたことは確実である。しかし信昌は出陣命令を黙殺している。信昌の関心は甲斐にあり、守護補任を求めたのも甲斐支配の正統性を得るためとされている。寛正五年（一四六四）に明海が死去すると、翌年には信濃諏訪領主・諏訪信満の援助を受け夕狩沢合戦において明海の子の景家を撃破し、小田野城で景家を自害させる。これにより跡部氏は排斥したが、甲斐国内では有力国衆の台頭や対外勢力の侵入に悩まされた。明応元年（一四九二）に長男の信縄に家督を譲って隠居した。しかし、家督を信縄に譲ったにもかかわらず、信昌は次男の油川信恵への家督相続を望み、信昌・信恵方と信縄の内輪揉めが双方を支持する甲斐有力国衆・対外勢力との争いに発展し、甲斐は内乱状態になった。明応七年（一四九八）に一度和睦し、伊豆の伊勢盛時の介入に対抗したが、盛時の脅威が去ると再度信縄と抗争した。信縄との抗争の最中、永正二年（一五〇五）に五九歳で死去する。信昌は長期にわたり国主の立場にあり、国人勢力や対外勢力を撃退し、甲斐の国内統一を進展させたと評される。一方で、晩年には国内を二分する内乱を招き、武田氏の戦国大名としての飛躍を果たすことができなかった。この内乱は永正五年（一五〇八）に孫の武田信虎が信恵を討ち取るまで続く。


第五節　甲斐国の守護代跡部景家

跡部景家は、室町時代における甲斐国の武将。父の跡部明海と共に、輪宝一揆を通じて甲斐国人衆の中心的存在となり、甲斐国守護・武田家を補佐して権勢を振るったが、父の死後、武田信昌に敗北し小田野城で自害した。元々、跡部氏は信濃守護小笠原氏の庶流であり、佐久郡跡部郷に本拠を置いた信濃国人であった。応永二三年（一四一六）、甲斐武田氏当主・武田信満が、上杉禅秀の乱の余波を受けて足利持氏に討伐され、木賊山にて自害した。このため甲斐国は守護が不在となり、国内で地下人らが内乱を起こすなど乱国状態に陥った。同年には武田信元が甲斐国守護として派遣され、信濃の豪族・小笠原政康の支援を受けて甲斐への入国を成功させた。この時、政康は同族である跡部明海・景家父子を入甲させた。この際、明海・景家は甲斐守護代の地位を得ている。武田源氏一統系図では、跡部駿河守（明海）が甲斐守護代とされている。その後間もなくして信元は死去し、代わって信満の次男・信長が跡部景家らと対立する。応永二八年（一四二一）には荒川（甲府市）にて跡部氏・信長の間で合戦が起こった。その後、輪宝一揆の甲斐国人衆の支持を得つつ、国内に跡部氏勢力を構築した。また永享五年（一四三三）の再度の荒川合戦では、景家軍は信長勢を敗退させた。永享七年（一四三五）、跡部一門は熊野参詣のため上洛し、室町幕府将軍・足利義教が跡部氏入洛を知って、甲斐国の情報を収集するべく対面を所望したが、これを辞退している。同年には室町幕府との交渉で、武田信満の嫡男・信重を甲斐守護として擁立する方針を進め、永享一〇年（一四三八）に信重を支援して甲斐国への入国に貢献している。

武田信重の死後は、その子信守が守護職を継ぐが、その実権は景家らが掌握していた。五年後に信守が死去し、幼年の信昌が後継者になると、更に明海・景家の台頭が進んでいる。信昌幼少時より跡部景家が専横を極めていたとされている。長禄元年（一四五七）における合戦では信昌を敗走させ、信昌側の岩崎氏を滅ぼしたとされ、このために岩崎郷は景家の所領となった。同年の小河原合戦・馬場合戦に続き、長禄二年（一四五八）にも合戦があった。長禄二年には景家は向嶽寺に田原郷を安堵しており、寛正二（一四六一）の氷川神社棟札にその名がみられる。この棟札から、後年の信昌による景家討伐の原因は伊那小笠原氏派（小笠原宗康、諏訪氏、武田信昌）と府中小笠原氏派（小笠原持長、跡部景家）の対立によるものであるという見解も存在する。寛正五年（一四六四）に跡部明海が死去した。翌寛正六年、武田信昌が諏訪氏の支援を受けて跡部景家討伐戦を開始した。夕狩沢において、景家軍と信昌軍は合戦を繰り広げるも、景家は敗走し、西保の小田野城にて自害した。

跡部景家系の直系子孫は不明だが、戦国時代には跡部勝資、跡部泰忠らが武田家臣団として列している。江戸時代には、徳川家旗本として跡部昌忠や上野国の和田氏養子となった和田信業の系統が続いた。



山梨県山梨市にある小野田山
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エピローグ

信濃守護小笠原氏の庶流であった跡部氏は信濃国佐久郡に拠点を置いた国人であったが、上杉禅秀の乱以降、政治的混乱に陥った甲斐国に進出し、輪宝一揆に結集した甲斐国人の支持を基盤に一定の勢力を形成した。武田信重の甲斐帰国に寄与するなど、国内に大きな影響力があった。確証はないものの、跡部駿河守が守護代であり、武田家の一族や被官とは異なり、その家中には属さず、むしろ同家と肩を並べる存在であった。しかし跡部景家には甲斐国守護になろうとする意志はなかったようある、それは甲斐国の室町幕府と鎌倉府の対立の図式を意識していたからである。

寛正七年（一四六六）、室町幕府侍所所司代多賀高忠の宴席に「甲斐の武田が被官の乱を退治した」という知らせが、偶然来訪した織田周防守によってもたらされた。この情報に対する宴席の人々の受け止め方は「驚起す、衆人もっとも奇となすなり」というものであった。幕府側は甲斐において信昌と跡部氏が対立しているとは認識していなかったことになる。跡部氏の討伐は幕府ではなく信昌自身の意思によるものであったことになる。

武田家に伝わる楯無鎧に関する記録では、跡部上野介景家が楯無を着用して武田信昌との戦に臨んだ際、信昌軍の放った矢が鎧を貫通して上野介は討死したとされている。楯無を奪還した信昌が同鎧を着用して自身に矢を射させたところ、矢は全く鎧を貫かなかったという伝承がある。景家死後、天文九年（一五四〇）、板垣信方が宇多田（現・山梨市歌田）を向嶽寺に寄進して、「跡部鉄牛（跡部景家）子細有り、当家被官に怨霊を成す、（省略）かの上州愚痴心を免じ、御弔仰するところに候」と書状を提出しており、跡部景家は滅亡後も怨霊として恐れられる存在だった。



参考史料

室町時代の守護大名と守護代

室町時代に入り、守護の権限は徐々に拡大し、半済令（荘園の年貢の半分を徴収する権利）や守護請（荘園の支配権を委託される権利）が付与された。室町幕府の守護任命権は、幕府と守護大名との関係において、重要な意味を持つもので、将軍による守護の任命は、幕府の権威を地方に浸透させ、地方の武士層を統制下に置くための基盤となっていた。しかし、守護の権限が拡大していくにつれて、幕府と守護大名との間には、次第に緊張関係が生まれていくことになる。室町幕府では、将軍が各国に守護を任命する権限を有していた。この任命権は、守護の職務を遂行するための重要な権限であり、幕府の地方統治体制を支える基盤の一つであった。守護は、各国に置かれた軍事・行政官で、軍事指揮官としての役割と、地方の治安維持・行政執行を担った。守護は、将軍から任命されることで、その権威と支配力を得た。この任命権は、幕府が地方の武士層を掌握し、統制下に置くための手段でもあった。守護はこのように強化された権限を背景に、それまで国司が管轄していた国衙の組織を吸収すると同時に、強まった経済力を背景に、国内の地頭、在地領主（当時、国人と呼ばれた）、さらに有力名主らを被官（家臣）にしていった。この動きを被官化というが、こうして守護は、土地の面でも人的面でも、国内に領域的かつ均一な影響力を次第に及ぼしていく。こうした室町期の守護のあり方は、軍事・警察的権能のみを有した鎌倉期守護のそれと大きく異なることから、室町期守護を指して守護大名と称して区別する。また、守護大名による国内の支配体制を守護領国制という。ただし、守護大名による領国支配は必ずしも徹底したものではなく、畿内を中心に、国人層が守護の被官となることを拒否した例は、実は多く見られる。

室町中期までに、幕府における守護大名の権能が肥大化し、幕府はいわば守護大名の連合政権の様相を呈するようになる。当時の有力な守護には、足利将軍家の一族である斯波氏・畠山氏・細川氏をはじめ、外様勢力である山名氏・大内氏・赤松氏など数か国を支配する者がいた。これら有力守護は、幕府に出仕するため継続して在京することが多く、領国を離れる場合や、多くの分国を抱える場合などに、国人を守護の代官としたり、直属家臣の中から守護代を置いた。さらにその守護代も小守護代を置いて、二重三重の支配構造を形成していった。なお、東国の守護は京都ではなく、鎌倉府のある鎌倉に出仕していた。これを在倉制と称する。こうして、鎌倉・室町期以来の守護のうち領国統一や支配強化に成功した守護家や、守護家に代わって台頭し、守護家と同様に領域支配を行った守護代・国人は戦国大名へと変質・成長してゆく。戦国大名のうち畿内や西国は室町幕府の御分国であり守護家に出自をもつ戦国大名家が多く、一方で東国では駿河今川氏や甲斐武田氏など守護家出自の戦国大名家のみならず、非守護家でありつつも拡大領国を達成した相模後北条氏や、関東・東北地方では郡規模の支配を行う地域勢力が分立するなど、地域的特徴がある。


第二章　享徳の乱と古河公方

第二章　享徳の乱と古河公方


プロローグ

観応の擾乱を受けて足利尊氏が設置した鎌倉府は、尊氏の次男である基氏の子孫が世襲した鎌倉公方を筆頭に、上杉氏が代々務めた関東管領が補佐する体制であったが、次第に鎌倉公方は幕府と対立し、関東管領とも対立した（上杉禅秀の乱）。これを打開するため、第六代将軍・足利義教は、第四代鎌倉公方足利持氏を滅ぼした（永享の乱）。その後、義教が実子を次の鎌倉公方として下向させようとすると、結城氏朝などが持氏の遺児の春王丸・安王丸を奉じて挙兵する結城合戦が起こるが、これも鎮圧され、東国は幕府の強い影響の下、上杉氏の専制統治がなされた。しかし、嘉吉の乱により将軍義教が赤松満祐に殺害されると、幕府は東国の安定を図るため、上杉氏の専制に対抗して鎌倉府の再興を願い出ていた越後守護上杉房朝や東国武士の要求に応え、持氏の子永寿王丸（足利成氏）を立てることを許し、ここに鎌倉府は再興された。


第一節　足利成氏の挑発

再興後の鎌倉府では、持氏が滅ぼされる原因となった憲実の息子である上杉憲忠が父の反対を押し切り関東管領に就任し、成氏を補佐し始めたが、成氏は持氏派であった結城氏、里見氏、小田氏等を重用し、上杉氏を遠ざけ始め憲忠らは成氏に反発した。関東管領を務めた山内上杉家家宰・長尾景仲、扇谷上杉家家宰・太田資清らは、結城氏等の進出を阻止するため、宝徳二年（一四五〇）に成氏を攻めた（江ノ島合戦）。この合戦は間もなく和議が成立したが、これにより鎌倉公方と上杉氏との対立は容易に解消し得ない状態となった。鎌倉を辞していた憲忠は間もなく許され鎌倉に戻ったが、成氏により景仲方の武士の所領が没収されたことを契機に、成氏と景仲ら憲忠家臣団との対立は所領問題に発展したとされている。享徳三年（一四五五）、足利成氏は、長尾景仲が鎌倉不在の隙に関東管領・上杉憲忠を粛清してしまう。ここに、享徳の乱が勃発した。

景仲らは直ちに兵を集めたものの、越後軍の関東下向前に武蔵分倍河原の戦いで成氏軍の前に大敗を喫して武蔵を追われ常陸小栗城に逃走したが、事前に憲忠謀殺を幕府へ報じ、成氏征討を要請していた。成氏討伐を決定した幕府は駿河守護・今川範忠に出陣を命じたが間に合わず、小栗城は成氏により落とされた。成氏は下野守護・宇都宮等綱を降すなど各地を転戦していたが、北関東の上杉方の攻略に手間取っている間に留守にしていた本拠地鎌倉を今川範忠により占拠され、鎌倉の勝長寿院にいた成氏の兄弟である成潤が日光山に奔って上杉方と通じた。このため、成氏は鎌倉に戻るのを断念して下総古河に入った。以後成氏は古河城を本拠地とし、古河公方と呼ばれる。

この戦乱は各地に波紋を広げた。康正元年（一四五五）、千葉氏では成氏に通じた分家の馬加康胤と重臣の原胤房が挙兵して本家の千葉胤直・胤宣父子を倒して家督を奪っている。康正二年（一四五六）には上杉派の宇都宮等綱が成氏に居城の宇都宮城を包囲され、成氏に寝返った重臣達に追放され流浪、息子の明綱は降伏して成氏に従った。同年、関東管領・上杉房顕は南下し武蔵に入り成氏と交戦を続けた。一連の戦いの結果、関東地方は江戸湾に向かって流れていた利根川を境界に東側を古河公方（足利成氏）陣営が、西側を関東管領（上杉氏）陣営が支配する事となり、関東地方は事実上東西に分断される事になる（上杉氏の領国だった上総と安房は成氏派の武田信長、里見義実に攻められ、占領された）。長禄元年（一四五七）、将軍・義政は成氏への対抗策として、還俗させた異母兄の政知を正式な鎌倉公方として、関東に向かわせた。政知は近江園城寺に一旦止まり、翌長禄二年（一四五八）に征旗が渡され、関東へ出発した。政知には山内上杉家の他、渋川義鏡、上杉教朝などが配下として付けられていたが、実権は全て幕府に握られており、関東地方在住の武士たちの支持・協力も得る事ができなかった。そのため、鎌倉に入ることが出来ず、手前の伊豆の堀越に入り、堀越公方と称した。義政は続いて征討軍を派遣するも、任務を捨て置いて自分の領国・越前に出兵した総大将の斯波義敏を追放することになり、征討どころではなくなってしまった。

一方、房顕は長禄三年（一四五九）、太田庄の戦いにおいて大敗を喫した。以後、両陣営は付近の五十子陣（いかご）を挟んで長期にわたって睨み合った（五十子の戦い）。房顕は寛正七年（一四六六）に五十子で病に倒れて陣没。これに対して幕府は上杉房定の子を房顕の養子として後を継がせるように命じた。これを受けて房定の次男・上杉顕定が後継者となった。文明三年（一四七一）、成氏方の千葉氏、小山氏、結城氏らが伊豆へ侵攻し、政知は三島で敗退した。顕定ら上杉方は成氏方の主力が伊豆に出陣している留守を狙い、古河に出陣。小山持政を離反させて下野国内の諸城を降した。だが、翌年には成氏も古河城を奪還して勢力の巻き返しに出た。この間、成氏は幕府主導の改元に従わず、「享徳」の年号を使い続けた。


第二節　足利成氏と古川公方

足利成氏は幼少期には曖昧な点が多い。一つ目の説では、嘉吉元年（一四四一）の結城合戦にて、安王丸・春王丸の他にも持氏遺児の四歳の童が捕えられたが、京都への連行中に第六代将軍足利義教が暗殺された（嘉吉の乱）ため、処分が実行されず、幸運にも生き延びた。この四歳の童を成氏とみなす。その後、文安四年（一四四七）に鎌倉に還御して七歳で鎌倉公方となり、文安六年（一四四九）に一〇歳で元服したとされる。

永享の乱の際に鎌倉府は滅亡したが、嘉吉元年に将軍足利義教が暗殺された後、鎌倉府再興の運動が開始された。越後守護の上杉房朝や東国武士から室町幕府への働きかけ、あるいは上杉氏一門、家老から幕府への働きかけ、幕府管領の畠山持国の支持などの結果、文安四年に鎌倉府再興が承認される。持氏の遺児の成氏は信濃の大井持光の元から、新たな鎌倉公方として鎌倉に帰還した。嘉吉の乱の後、すぐに次期鎌倉公方に対する方針が定まらなかった背景として、幕府の意向は成氏の弟（定尊）を立てる考えであったが、鎌倉府再興の運動を主導した東国武士が成氏を再興の旗頭にしたためにどちらに継がせるかで意見の一致を見なかったこと、幕府が上杉憲実の関東管領復帰を諦めきれずに説得を続けていたこと、何よりも幕府内部の政治的混乱で決定の先送りがされたことがあったとみられている。まだ年若い成氏は、鎌倉府再興のために運動した持氏旧臣や持氏方諸豪族、及び結果的には持氏を殺した上杉氏など、利害が相反する人々の間に置かれることになった。新しい鎌倉府では、鎌倉公方に成氏、その補佐役の関東管領に山内上杉家の上杉憲忠（上杉憲実の嫡男）が就任した。鎌倉府再興後も、成氏の元に集まった旧持氏方の武将・豪族等と、山内・扇谷上杉家の両上杉氏との緊張関係は改善されなかった。宝徳二年（一四五〇）には、山内上杉家家宰・長尾景仲及び景仲の婿で扇谷上杉家家宰の太田資清が成氏を襲撃する事件（江の島合戦）が発生する。成氏は鎌倉から江の島に避難し、小山持政・千葉胤将・小田持家・宇都宮等綱ら東国武士の活躍により、長尾・太田連合軍を退けた。難を逃れた成氏は、上杉憲実の弟である重方の調停により、合戦に参加した扇谷上杉持朝らを宥免したが、長尾景仲・太田資清との対決姿勢は崩さず、両者の処分を幕府に訴えた。幕府管領畠山持国は成氏の求めに応じて、上杉憲実・憲忠に対して、鎌倉帰参を命じ、関東諸士及び山内上杉家分国の武蔵・上野の中小武士に対して成氏への忠節を命じた。結局、成氏自身は鎌倉へ戻り、上杉憲忠は関東管領として鎌倉に帰参した。宝徳二年、成氏は鎌倉に戻った後に代始めの徳政を行った。

享徳三年（一四五五）に、成氏は関東管領上杉憲忠を御所に呼び寄せて謀殺した。京都では東国から事件の報せが届いた時、父を死に追いやった上杉氏への恨みが原因とみなされたが、実際には鎌倉府内部の対立が大きな要因と考えられる。この憲忠謀殺をきっかけとして、以後約三〇年間に及ぶ享徳の乱が勃発する。翌享徳四年に、成氏は上杉勢の長尾景仲・太田資清を追って鎌倉を進発し、武蔵分倍河原の戦いでは、上杉憲秋・扇谷上杉顕房を戦死させる。成氏は下総古河に到着しており、さらに各地を転戦する。敗れた上杉勢が常陸小栗城に立て籠もると、成氏はさらに攻め立てて、小栗城を陥落させた。山内上杉家は、憲忠の弟・房顕を憲忠の後継とし、体制の立て直しを図った。室町幕府は上杉氏支援を決定し、享徳四年（一四五五）に後花園天皇から成氏追討の綸旨と御旗を得たために、成氏は朝敵となる。一方、駿河守護・今川範忠は、上杉氏の援軍として京都を発ち鎌倉を制圧した。その後、成氏は鎌倉を放棄し、下総古河を本拠地としたので、これを古河公方と呼ぶ。古河を新たな本拠とした理由は、下河辺荘等の広大な鎌倉公方御料所の拠点であり、経済的基盤となっていたこと、水上交通の要衝であったこと、古河公方を支持した武家・豪族の拠点に近かったことなどが挙げられている。古河公方側の武家・豪族の中でも、特に下総守護・小山持政は成氏が後に兄と呼ぶほど強く信頼しており、同様に強固な支持基盤となった結城氏の存在とあわせて、近接する古河を本拠とする動機の一つになっている。成氏は幕府に対して、これは上杉氏との抗争であり、幕府には反意がないことを主張したが、回答は得られなかった。京都では享徳四年に康正、康正三年には長禄と立て続けに改元されたものの、成氏は享徳を使用し続けて、幕府に抵抗する意思を示す。

長禄元年（一四五七）、室町幕府は成氏に対抗するため、将軍義政の異母兄・政知を新たな鎌倉公方として、東下させた。だが、政知は鎌倉に入れず、伊豆堀越にとどまり、ここに御所をおいたので、堀越公方と呼ばれる。政知が伊豆に到着したのは、長禄二年（一四五八）と考えられている。以後、おもに下野・常陸・下総・上総・安房を勢力範囲とした古河公方・伝統的東国勢力と、おもに上野・武蔵・相模・伊豆を勢力範囲とした幕府・堀越公方・関東管領山内上杉家・扇谷上杉家勢力とが、関東を東西に二分して戦い続ける。寛正六年（一四六五）、幕府は駿河守護・今川義忠と甲斐守護・武田信昌に関東出陣を命じたが、両者がこれに従ったかは明らかではない。やがて、京都では度重なるお家騒動を発端として諸大名が二派に分かれて戦い、応仁の乱が勃発、幕府は関東に軍勢を送れなくなる。


第三節　都鄙の和睦と応任の乱

文明八年（一四七六）、山内上杉家有力家臣の長尾景春が関東管領家の執事（家宰）になれなかった不満のため、鉢形城にて挙兵し、文明九年（一四七七）に五十子（いかご）を陥落させた（長尾景春の乱）。危機感を抱いた山内上杉家・上杉顕定は、文明一〇年（一四七八）に成氏と和睦を成立させた（この年を最後に成氏側の文書から「享徳」の元号が消える事になる）。そして、なお反抗をつづける千葉孝胤を境根原合戦で破った。文明一二年（一四八〇）、室町幕府管領・細川政元が和睦を提起し、文明一四年（一四八二）に至り、ようやく幕府と成氏との和睦が成立した（都鄙和睦）。これによって、成氏が東国を引き続き統治する一方で、伊豆の支配権については政知に譲ることになった。成氏による反幕府的行動は停止されたが、配下の諸将を多く持つ古河の成氏と、幕府公認の公方として権限を持ちながら関東に入れない堀越の政知の二人の公方が並存する状態は依然として続くこととなった。


第四節　古河公方と室町幕府

文明三年（一四七一）、成氏は小山氏・結城氏の軍勢と共に遠征して、伊豆の堀越公方を攻めたが、敗れて古河城に撤退した。この遠征失敗の影響は大きかった。幕府の帰順命令に、小山氏・小田氏等の有力豪族が応じるようになったため、古河城も安全ではなくなり、山内上杉勢の長尾景信が古河に向けた総攻撃を開始すると、下総の千葉孝胤の元に退避した。しかし上杉勢も古河城に入るだけの力がなく、文明四年には千葉孝胤、結城氏広、那須資実や弟の雪下殿尊敒の支援により、成氏は古河城に帰還し、後に小山氏も再び成氏方に戻った。一方、文明八年（一四七六）、山内上杉家では家宰の後継争いが原因となり、長尾景春の乱が発生した。文明九年（一四七七）、長尾景春は武蔵鉢形城を拠点として上杉勢の五十子陣を攻撃し、これを破壊したため、対古河公方攻守網が崩れる。最終的に景春の反乱は扇谷上杉家宰・太田道灌の活躍によって鎮圧されるが、上杉氏の動揺は大きかった。古河公方勢との戦いだけではなく、上杉家内部の対立や山内・扇谷両上杉氏間の対立が大きな問題となったのである。

文明一〇年（一四七八）に成氏と上杉氏との和睦が成立すると、長年難航していた幕府との和睦交渉も、前年に応仁の乱が終結したことや越後守護・上杉房定が幕府管領・細川政元との仲介に立つことで進展し、文明一四年（一四八三）に古河公方と幕府の和睦が成立した。これを都鄙和睦（とひのわぼく）と呼ぶ。この結果、堀越公方の足利政知は伊豆一国のみを支配することとなり、政治的には成氏の鎌倉公方の地位があらためて幕府に承認されたと考えられる。その一方で、成氏が鎌倉を放棄することも正式に決定したのである。なお、都鄙和睦に対しては、山内上杉家家宰・長尾景春と下総・千葉孝胤が強硬な反対論を唱えている。成氏にとって景春は自らを頼ってきた存在であり、孝胤は出頭として知られた存在であったが、和睦推進のために両者を切る判断を下し、文明一〇年に扇谷上杉家と連携し、太田道灌は長尾景春と千葉孝胤を討伐している。その後も和睦反対論が成氏陣営内部では根強く、最終手続と言える成氏から房定への和睦への謝意の書状が送られたのは、文明一五年（一四八三）になってからであった。都鄙和睦によって、成氏は朝敵の汚名から解放され、嫡男の政氏の名前も前将軍・義政から一字を拝領した。成氏が用いた「享徳」年号も、享徳二七年（文明一〇年）以降の記録はない。しかし、その後も古河公方と堀越公方の並立、山内・扇谷両上杉氏間の抗争など不安定な状態が続き、成氏が鎌倉に戻ることはなかった。



京都市室町通りにある室町幕府跡
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第五節　鎌倉府は何故再生されたか

永享の乱（一四三八）で足利持氏が討伐されると、一時的に鎌倉府は消滅した。しかし、その後すぐに再生されている。室町幕府は、東国の支配を安定させるために鎌倉府を設置した。しかし、永享の乱で持氏が滅んだ後も、東国の統治が必要であったため、幕府は持氏の遺児を処刑して完全に鎌倉公方を廃止するのではなく、持氏の子の足利賢王（後の成氏）を京へ護送し、将来の鎌倉公方として育成することにした。このことで、鎌倉公方の家系を完全に断つつもりはないことを示し、東国の武士たちを落ち着かせる狙いがあった。東国の武士たちは、鎌倉府を統治機関として認識しており、それが完全になくなると統治の混乱が生じる恐れがあった。すなわち、永享の乱の後、室町幕府が東国を直接統治しようとしたが、東国武士たちは京都の幕府の指示を不安と感じ、次第に不満を募らせた。また、幕府の命令を受けて持氏討伐を行った関東管領・上杉憲実も、持氏の死後、関東の混乱を恐れて鎌倉を離れてしまい、関東の支配体制が大きく揺らいだため、室町幕府は改めて東国を安定させるための新たな鎌倉公方を置く必要に迫られた。

永享の乱の後、東国では結城合戦（一四四〇）が勃発し、持氏の旧臣たちがその遺児を奉じて幕府に反乱を起こしたが幕府はこれを鎮圧した。反乱が起こるほど東国の持氏派勢力は依然として強く、完全に鎌倉公方の制度を消すのは難しい状況であった。幕府は宝徳元年（一四四九）に、持氏の遺児である足利成氏を正式に鎌倉公方に任命し、鎌倉府を再建した。しかし、この判断は結果的に新たな争乱の火種となり、成氏は後に関東管領の上杉氏と対立し、享徳の乱を引き起こして、鎌倉を放棄して古河へ移り、古河公方として幕府から独立ししまった。これにより、東国は戦国時代の混乱へと突入していくことになる。永享の乱で鎌倉府は一時消滅したが、東国の統治を安定させるため、東国武士の支持を得るために、室町幕府はすぐに鎌倉府を再建する必要があった、しかし、その後も鎌倉公方と幕府・関東管領の対立が続き、最終的に戦乱の時代へと突入することになる。


エピローグ

室町幕府が鎌倉府（鎌倉公方）と繰り返し争乱を起こした理由は、幕府の統治構造そのものに矛盾があったからで、その要因を以下の四点にまとめられる。

鎌倉府は、もともと室町幕府の一部として設置された。しかし、鎌倉公方は足利将軍家の一族が就くため、東国の武士たちにとっては独自の主君として見られるようになり、本来、室町幕府の将軍が全国の武士を統制するはずが、東国では将軍よりも鎌倉公方のほうが身近な権威として扱われ、幕府の命令よりも鎌倉公方の命令を優先する動きが出た。さらに、鎌倉公方は関東管領（上杉氏）とともに関東を統治するはずが、しばしば管領と対立し、幕府と独立した勢力としてふるまうようになり、幕府と鎌倉府の対立が深まっていった。

室町幕府は、中央集権的な体制を目指したが、地方の統治機関である鎌倉府が強すぎると、将軍の権力が弱まることになり、そのため、将軍は鎌倉公方が独立しすぎないように牽制しようとした。しかし、歴代の鎌倉公方たちは東国の支配権は自分たちにあると考えるようになり、幕府の命令に従わなくなった。特に足利持氏や足利成氏は幕府の意向を無視し、自立した統治を行おうとしたため、幕府は鎌倉府と戦うことを余儀なくされ、東国支配の主導権をめぐってたびたび対立する。室町幕府が強い間は、鎌倉府をある程度統制できていたが、応仁元年（一四六七）に勃発した応仁の乱以降、幕府の権威が衰え、鎌倉公方はますます独立志向を強めた。特に、享徳の乱の後、足利成氏は鎌倉を放棄し、古河に移って古河公方として独立し、この時点で、室町幕府の東国支配はほぼ崩壊し、以後、関東は幕府の影響が及ばない戦国時代に突入した。


第五章　室町幕府と鎌倉府

第五章　室町幕府と鎌倉府


プロローグ

元弘元年(一三二一)八月、討幕を志す後醍醐天皇は、京都を脱出して笠置山(京都府笠置町)にのがれ、同時に河内の楠木正成、播磨の赤松円心らが天皇方として蜂起した。九月、幕府は大仏貞直・金沢貞冬・足利尊氏を関東から派遣して追討に向かわせた。鎌倉幕府軍は、東海道を西上して京都に至り、ここから河内・大和・紀伊の三道に分かれて進撃し、やがて楠木正成の赤坂城は落城し、笠置山の天皇は捕えられて隠岐に流されてこの時の蜂起は失敗に帰した。

元弘三年(一三三三)二月、隠岐島を脱出した後醍醐天皇は、名和長年に迎えられて伯者船上山に赴き、各地に向けて幕府討伐の綸旨を発し、足利尊氏は再度総大将として出陣を命じられた。その途上の四月十日に、三河の矢作宿で後醍醐天皇の討幕綸旨を取得している。この時点で、尊氏・直義兄弟は討幕の決意を固めてその策を練り、密かに新田義貞に同意を求めた。義貞はこの呼びかけに贅同して、ここに足利・新田両氏の密約が成立し、尊氏にとっての大きな転回点、決断の時点であった。そこには、新田義貞の賛同が重要な意味を持っていた。


第一節　足利尊氏

足利氏は清和源氏・河内源氏の源義家の孫義康が下野国足利に住んで足利を称したのに始まる。鎌倉幕府においては御家人であると同時に将軍家一門たる御門葉の地位にあった。平安時代に河内源氏の三代目棟梁、源義家（八幡太郎義家）の三男・源義国は下野国足利荘を領して本貫とし、次男・源義康以降の子孫が足利氏を称する。新田氏とは同祖の関係とされる。義国の次男・源義康（足利義康）は鳥羽上皇の北面武士となり、保元の乱において平清盛、源義朝とともに戦う。その子足利義兼は治承四年（一一八〇）源頼朝挙兵の際、治承・寿永の乱、奥州合戦などに参加し、鎌倉幕府の有力御家人となり、御門葉として源氏将軍家の一門的地位にあった。足利義氏以降のことと思われるが、上総・三河の守護職を務める。また三河足利氏（吉良氏）、足利尾張守家（斯波氏）などの別家を分出し、さらに細川氏、仁木氏、桃井氏、一色氏、小俣氏、加古氏、石塔氏、畠山氏、今川氏、上野氏、戸崎氏などの庶流を分出し、一族は全国に広がった。

源氏将軍家滅亡後も北条氏とは婚姻や偏諱を通じて良好な従属関係を維持してきたが、第四代当主・足利泰氏は鎌倉幕府に無断で自由出家・引退し、第五代当主・足利頼氏と上杉重房の娘の間に生まれた第六代当主・足利家時は霜月騒動に関連して自害したといわれている。一方で、家時の死は北条時宗への殉死によって北条氏からの猜疑を回避する要素があり、その結果幕府滅亡直前まで足利氏は北条氏の信頼を受けたとする見方もある。第七代当主・足利貞氏は正室である北条一族の金沢顕時の娘・釈迦堂殿との間に長男・足利高義をもうけたが、高義は早世したため上杉重房の子、頼重の娘・上杉清子との間にもうけた足利尊氏（高氏）が足利氏第八代当主を継いだ。清子との間には尊氏と並んで両将軍と呼ばれた足利直義ももうけている。尊氏は正慶二年（一三三三）に後醍醐天皇の挙兵に応じて鎌倉幕府を倒す功績を挙げた。

尊氏は当初後醍醐天皇の建武の新政に参加したが、中先代の乱を機に、建武の新政から離反した後、光明天皇から征夷大将軍に任じられ、京都に室町幕府を開いた。尊氏は庶流である諸氏を諸国の守護などの要職に任じている。庶流の中でも、吉良氏・斯波氏・渋川氏などは、歴代足利宗家当主の庶兄を祖とし、宗家から独立した鎌倉幕府の御家人（別流の足利氏）として認められて、任官もしており、足利氏宗家は彼らに対して未だ嫡流としての地位を十分に確立できていなかった。南北朝の動乱下にあって、急激に力を持つに至った足利氏一族は必ずしも、宗家当主（尊氏・義詮）の意向に忠実とはいえず、宗家に対する反乱や南朝につく離反などが相次いだ。室町幕府は常に存亡の危機に立たされたが、そのたびに乗り越え、尊氏の孫であり第三代将軍・足利義満の時代になって南北朝合一を達成することとなる。



府中市分倍河原駅前の戦いを記念した新田義貞像
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第二節　足利直義

足利直義は尊氏の同母弟。養子に直冬がいる。元弘の乱で兄の尊氏に従って北条氏から離反し、後醍醐天皇や兄と共に鎌倉幕府を滅ぼした。建武の新政では兄と同様、後醍醐天皇から多大な恩賞を受け、後醍醐皇子の成良親王を奉戴して鎌倉将軍府の事実上の長を務めた。中先代の乱では北条時行に敗退し、鎌倉撤退の混乱の中、後醍醐皇子で前征夷大将軍の護良親王を殺害した。建武の乱の湊川の戦いでは足利方の主将を務め、副将の高師泰と共に建武政権軍の名将楠木正成を討ち取る武功をあげた。室町幕府草創期においては、三条殿と称されて実質的な幕政の最高指導者となり、公卿の地位に登った。卓越した政治的手腕によって幕政の礎を築き、北朝の光厳上皇との関係強化にも努め、厚い信頼を得た。室町幕府基本法『建武式目』も直義の意向が大きく反映されている。政策は保守的で、鎌倉幕府の古法を多く模倣した。その後、革新派の執事の高師直との間で、政策や養子の直冬の処遇を巡る対立関係が発生、観応の擾乱という武力闘争に発展し、最終的に薩埵峠の戦いで実兄の尊氏に敗れた。鎌倉に蟄居の後、政敵の師直が暗殺された丁度一年後という日付に急死を遂げた。



静岡県興津市の薩埵峠の戦いを記念した表示
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第三節　室町幕府と鎌倉府の成立

元弘三年（一三三三）、足利尊氏の弟・直義は相模守に補任され、成良親王を奉じて鎌倉に下向、鎌倉府の前身となる鎌倉将軍府が成立した。その背景としては、当時の鎌倉は尊氏の子・義詮を中心とする足利勢の占領下にあったが、公式には認められておらず、新田義貞の巻き返しもあったため、鎌倉幕府滅亡後の東国が不安定な状態だったことがある。鎌倉将軍府の設置により、尊氏は鎌倉占領の合法化に成功する。後醍醐天皇は中央集権を志向していたため、このように強大な権限を持つ広域地方行政機関には消極的であった。しかし、東国で勢いを増す尊氏を牽制するために、北畠顕家に対し、義良親王を奉じて、広域地方行政機関・陸奥国府を奥羽に設けることを認めると、尊氏はこれを逆手にとって、東国にも鎌倉将軍府の設置を認めさせたとされ、通説となっている。

建武二年（一三三五）七月、中先代の乱の際に足利直義は成良親王を京都に送還し、鎌倉将軍府は崩壊する。乱の鎮圧のために、足利尊氏は後醍醐天皇の許可なく京都を離れ、両者が対立する契機ともなった。東国の安定化のためには、鎌倉にいた尊氏の子・義詮を中心とする新たな体制が必要となった。直義は鎌倉に幕府を設置し、京都の朝廷から自立性の強い体制を構築することで、この問題を解決しようとしたが、建武三年（一三三六）、京都に室町幕府が設置されると、新しい方策が必要となる。直義は、尊氏の分身である義詮を鎌倉殿とし、信頼する上杉憲顕を関東管領とした体制を発足させた。貞和五年（一三四九）、京都に戻る足利義詮の代わりに弟・基氏（当時六歳）が鎌倉に下向し、初代鎌倉公方となった。このときを鎌倉府成立とすることが多い。初期の鎌倉府の権限は軍事指揮権が中心であり、領域支配に必要な所領の安堵権や宛行権、裁判権は京都の幕府にあった。しかし、尊氏は観応の擾乱で弟の直義と戦ったのち、文和二年（一三五三年）まで鎌倉に滞在し、直義派を粛清した上で、所領の安堵権、裁判権を基氏に付与して京都に戻った。統治の困難な関東では、鎌倉府に権限を集中する必要があったためである。統治の困難さについては、延文四年（一三五九）、関東管領・畠山国清が関東の武士を率いて南朝勢と戦った際、武士たちの不満が大きかったため、国清は関東管領職を失って追放された事例からもうかがえる。尊氏は鎌倉府を幕府の地方統治機関に位置づけようとしたが、尊氏死後の貞治二年（一三六三）、鎌倉公方・足利基氏は尊氏の構想を否定し、観応の擾乱で粛清された直義派の上杉憲顕を関東管領に復帰させた。その結果、直義の構想に近い鎌倉府を目指すことになる。

建武三年（一三三四）、持明院統の光明天皇が即位し光厳上皇が院政を開始、これが北朝となる。足利尊氏は『建武式目』を制定して幕府を成立させる。暦応元年（一三三八）に尊氏は征夷大将軍に、直義は左兵衛督に任じられ、政務担当者として尊氏と二頭政治を行い両将軍と併称された。東国を統治する必要があった室町幕府は鎌倉府を設置した。鎌倉府は、南北朝時代、京都に成立した室町幕府が前代鎌倉幕府の本拠地の鎌倉及びその地盤であった関東一〇か国を掌握するために設置した機関である。貞和五年（一三四九）から室町時代中期の享徳四年（一四五五）まで、約一〇〇年間存続した。初代将軍足利尊氏の次子基氏とその子孫が長を世襲し、鎌倉公方と呼ばれる。これを補佐する関東管領は上杉氏が世襲した。その他に評定衆・引付衆・侍所・政所等、幕府に準じた機構を有していた。管国は関八州八か国(相模・武蔵・安房・上総・下総・常陸・上野・下野)と伊豆・甲斐で、一三九二年に陸奥・出羽が追加された。


第四節　鎌倉と京都、二つの幕府構想

建武三年（一三三六）、『建武式目』制定により室町幕府が成立したとされるが、この建武式目には幕府の設置場所について、鎌倉と京都の二つの意見があったことが示されている。「本来は鎌倉であるべきだが、多数の人の意見が鎌倉以外であれば、それに従う。」とし、最終的な決着がつかないまま、まずは京都に設置することになった。足利直義は、東国武士の支持を背景に源頼朝以来の武士の都・鎌倉を推し、足利家の筆頭家臣だった高師直は、畿内とその周辺の武士の支持を背景に京都を推していた。足利氏の幕府は、京都・室町ではなく鎌倉だった可能性もあった。室町幕府の設置後も、足利尊氏と直義の兄弟は互いに力を合わせて幕府の基礎固めを行う。二人は将軍権力を分担し、一方が京都にあるときは、もう一方は鎌倉にあって、それぞれ京都と鎌倉の首長として政治を行った。しかし、観応の擾乱で両者は対立し、薩埵山体制を経て、室町幕府・鎌倉府体制が確立。やがて尊氏の子・義詮の京都・将軍家、および、基氏の鎌倉公方家に継承されていく。

尊氏の子で東国支配のために父によって派遣された鎌倉公方・足利基氏は鎌倉を中心として東国を支配した。しかし基氏の死後、その子孫は京都の室町幕府将軍家と対立・抗争を繰り返し、遂に第四代公方・足利持氏に至っては第六代将軍・足利義教と衝突する事態に至った（永享の乱）。この戦いに敗れた持氏は義教の命令で自害を余儀なくされ、鎌倉公方家は滅亡した。しかし義教の死後、義教によって助命されていた持氏の末子・足利成氏が足利義政より再興を許されて、第五代鎌倉公方となった。しかし成氏は関東管領の上杉氏と対立し、鎌倉を放棄して下総古河に移って古河公方と称した。成氏の死後、古河公方家では内紛が相次いで衰退し、第五代公方・足利義氏が天正一一年（一五八三）に死去すると、古河公方家は断絶した。


第五節　鎌倉府の定着と東国武将

東国武将たちは室町幕府の動乱期の困難な政局と一族内の主導権をめぐる争いの中で、後醍醐方と足利方とに分属して戦った。やがて南朝勢力の後退を機に東国武将の多くが尊氏・直義の基に結集するようになり、足利方の勝利を決定的なものとし、新しい幕府形成に際して彼らが果たした役割は極めて大きかった。観応の擾乱では東国武将の多くが尊氏方と直義方の攻防を傍観していたが、それは彼らが尊氏・直義の双方と関係を持っており、容易に立場を決しがたことにある。しかし、最終段階で、ほとんどの東国武将が尊氏の軍勢催促に応じ尊氏方の勝利を決定づけた。さらに新田・楠木氏ら南朝勢力と戦いに転戦し、ここでも尊氏を勝利に導いている。この観応の擾乱から南朝方との戦いを制することにより室町幕府・鎌倉府による東西分割統治の原型が形成されることになる。そして鎌倉府は東国武将の嫡流と一族が支え、鎌倉時代後半以降に在京した有力一族や、同じ頃に畿内・中国・四国へ移住した一族たちが、京都の幕府を支える体制が固められていった。

鎌倉幕府滅亡後、東国の武士たちは引き続き強い勢力を持っていた。室町幕府は、東国の支配を安定させるために、足利尊氏の弟・足利基氏を初代鎌倉公方として関東に派遣し、鎌倉府を設置した。これは、鎌倉幕府の遺産を引き継ぐ形で東国武士を統制する狙いがあった。室町幕府は中央の将軍を頂点とし、地方には守護を配置する統治体制を取っているが、東国は特に強大な勢力を持つ地域であり、単に守護を置くだけでは不十分だったため、特別な統治機関として鎌倉府を設置し、鎌倉府の長官である鎌倉公方と、その補佐役の関東管領を置き、関東八か国を統括させた。室町幕府成立当初は、南朝勢力が各地で反抗しており、東国では、南朝の影響を受けた勢力（北畠氏、新田氏など）が幕府に反抗しており、これを抑えるために鎌倉府を設けた。鎌倉は、かつて鎌倉幕府の拠点だったため、東国武士にとって精神的な求心力を持つ地であり、ここに幕府の出先機関を置くことで、東国の安定を図った。


エピローグ

鎌倉府は室町幕府の統治機構の一部として設置されたが、逆に室町時代の争乱の大きな原因の一つになった。室町幕府が鎌倉府を設置した目的は、東国の安定と統治の強化であったが、結果的に鎌倉公方と幕府・関東管領の対立を生み、東国における争乱の火種となっている。とくに、鎌倉公方が幕府の意向を無視して独自路線を進めたことが、東国の戦乱を長引かせる原因となり、結果として室町時代は全国的な戦乱の時代へと突き進んだ。

鎌倉公方は、足利将軍家の一族であるが、東国を支配する中で独自の権力を強め、次第に幕府と対立するようになった。鎌倉府の政治は、鎌倉公方と補佐役である関東管領・上杉氏によって運営された。しかし、公方と管領の間で主導権争いが発生し、これが東国の争乱を激化させた。


第六章　鎌倉幕府の終焉

第六章　鎌倉幕府の終焉


プロローグ

元弘三年（一三三三）四月、反幕府勢力の討伐のために京都へ派遣された有力御家人の足利高氏（尊氏）は、一転して後醍醐天皇側へつき、五月七日に六波羅探題を落とした。六波羅陥落の翌日、新田義貞が上野国で挙兵し、わずか一五〇騎だった軍勢は関東御家人の支持を得て数日のうちに大軍となった。これに対し、鎌倉幕府は桜田貞国・長崎高重・北条泰家らを大将に討伐軍を組織し、大軍で以てこれを迎撃させたが、彼らは小手指原の戦い、久米川の戦いで敗れ、分倍河原の戦い、関戸の戦いで敗れ、幕府軍は鎌倉へと敗走し、新田勢は鎌倉へと迫った。五月一八日、新田義貞は数十万ともいわれる大軍で鎌倉に対し攻撃を開始し、防戦する幕府軍との間で激しい攻防戦が繰り広げられた。五月二一日、新田義貞率いる軍勢が干潮を利用して稲村ヶ崎を突破し、鎌倉市内になだれ込んだ。両軍は市中において激戦を繰り広げたが、二二日までに大仏貞直、金沢貞将、普恩寺基時など幕府軍の有力武将が相次いで戦死・自害した。もはや幕府の命運が尽きたのを感じとっての行動か、北条高時・金沢貞顕、長崎円喜・長崎高資・安達時顕ら一族・家臣二八三人は菩提寺の東勝寺に集合し、寺に火を放って自害し果てた。元弘三年五月二二日、わずか一四日の攻防で鎌倉時代一五〇年の歴史は終焉した。


第一節　北条高時

鎌倉市東勝寺にあるやぐら北条高時は、鎌倉時代末期の北条氏得宗家当主。鎌倉幕府第一四代執権。第九代執権・北条貞時の三男。三男であったが、長兄菊寿丸と次兄金寿丸は夭折しているので事実上の嫡男であった。延慶二年（一三〇九）に七歳で元服する。応長元年（一三一一）、九歳の時に父貞時が死去。貞時は死去の際、高時の舅・安達時顕と内管領・長崎円喜を幼い高時の後見として指名した。その後高時まで三代の中継ぎ執権を経て、正和五年（一三一六）、父と同じ一四歳で第一四代執権となる。その頃には円喜の嫡男・長崎高資が権勢を強めていた。在任中には、諸国での悪党の活動や、奥州で蝦夷の反乱、安藤氏の乱などが起き、正中元年（一三二四）、京都で後醍醐天皇が幕府転覆を計画した正中の変では、倒幕計画は六波羅探題によって未然に防がれ、後醍醐天皇の側近日野資朝を佐渡島に配流し、計画に加担した者も処罰された。正中三年（一三二六）、病のため二四歳で執権職を辞して出家する。その後、高時は病から回復するが、元弘元年（一三三一）、後醍醐天皇が再び倒幕を企てて笠置山へ篭り、河内では楠木正成が挙兵する元弘の乱が起こると、軍を派遣して鎮圧させ、翌一三三二年にはまた後醍醐天皇を隠岐島へ配流し、側近の日野俊基らを処刑する。皇位には新たに持明院統の光厳天皇を立てる。元弘三年（一三三三）、後醍醐天皇が隠岐を脱出して伯耆国の船上山で挙兵すると、幕府は西国の倒幕勢力を鎮圧するため、北条一族の名越高家と御家人の筆頭である下野国の御家人足利高氏（尊氏）を京都へ派遣する。高氏は後醍醐天皇方に寝返って、六波羅探題を攻略する。関東では上野国の御家人・新田義貞が挙兵し、幕府軍を連破して鎌倉へ進撃する。五月一八日に新田軍が鎌倉へ侵攻すると、しばらくは持ちこたえるも、四日後の五月二二日に守備を突破されて鎌倉市内に乱入されたため、高時は北条家菩提寺の東勝寺へ退き、北条一族や家臣らとともに自刃して果てた。享年三一歳。



鎌倉市東勝寺にあるやぐら
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第二節　北條貞時

北条貞時は、北条氏得宗家当主、鎌倉幕府第九代執権。第八代執権・北条時宗の嫡男として鎌倉に生まれる。建治三年（一二七七）、六歳で元服して貞時と名乗る。弘安七年（一二八四）に父・時宗が病死し、一三歳で執権に就任する。貞時には兄弟がおらず、また叔父（父の弟）であった北条宗政・宗頼など有力親族が早世していたために幼い貞時を支えるべき藩屏が全く存在していなかったためとされる。このため幕政は貞時の外祖父である有力御家人で弘安徳政を推進していた安達泰盛が掌握するが、泰盛の施策は得宗家の勢力を削減して御家人らの既得権益も侵したために幕府内で孤立した。このため得宗家執事（内管領）で貞時の乳母の夫にあたる平頼綱ら反安達勢力との対立が激化する。弘安八年（一二八五）、頼綱の讒言により泰盛を討伐する命を下す（霜月騒動）。これにより泰盛派は一掃され、頼綱が実権を掌握して権勢を振るうことになる。

正応二年（一二八九）には鎌倉幕府将軍・惟康親王を退けて、持明院統の後深草上皇の皇子久明親王を将軍に擁立している。頼綱は貞時を擁して御家人保護を全面に出す事で権力基盤としていたが、内管領とは得宗家の家政機関の首長として強大な権力を持つ一方で幕府の主要構成員である評定衆・引付衆ではない御内人（みうちにん）であり、将軍家に仕える御家人と北条家に仕える内管領ではそもそも身分差が大きく幕政を主導する事自体に無理があった。このため泰盛派の生き残りである宇都宮景綱ら有力御家人らの反勢力による不満が高まり、頼綱は窮余の策として得宗被官に監察権を与えて強圧的な政権運営を行なうが、これにより成長した貞時からも見切りをつけられることになる。正応六年（一二九三）、貞時は頼綱とその一族を鎌倉大地震の混乱に乗じて誅殺した。実権を取り戻した貞時は、一門の北条師時、のち第十代執権となるや北条宗方らを抜擢し、また霜月騒動で追放されていた金沢北条家の北条顕時らの復権も断行して父の時代へ回帰することを基本方針として得宗家主導の専制政治を強力に推し進めた。そして、元寇による膨大な軍費の出費などで苦しむ中小御家人を救済するために、永仁五年（一二九七）に永仁の徳政令（関東御徳政）を発布するが、これは借金をしにくくなるという逆効果を招き、かえって御家人を苦しめることとなる。幕府の内外に問題を抱え、家庭的にも息子二人に先立たれた貞時の政治は次第に精彩を欠いて情熱は失われ、次第に政務をおろそかにして酒宴に耽ることが多くなり、徳治三年（一三〇八）には幕府官僚の平政連から素行の改善を願う趣旨の諫状を提出されている。また延慶二年（一三〇九）に七歳で元服した三男高時の足場固めの布石として内管領の長崎円喜と外戚一族の安達時顕を登用し、二人を高時を補佐する両翼として備えようとした。貞時は満三九歳没、死に臨んで長崎円喜と安達時顕の二人を枕元に呼び寄せ、高時を補佐し幕府を盛り立ててゆくよう命じたという。

貞時は得宗家による専制の強化を通じて幕府の権威回復に乗り出した。この改革を助けたのが、得宗の側近として活動してきた長崎円喜ら御内人であった。だが、得宗とその周辺への権力の集中は、やがて御内人をはじめとする幕府首脳部への権力の一極集中を促し、政治の腐敗などに繋がった。政治の紊乱は悪党の蠢動などの社会不安を惹起するなど、後の後醍醐天皇による討幕運動が始まる遠因を作り出した時代でもあった。晩年の貞時の行状は乱れて連日のように酒宴を開いたが、一門の北条貞顕すらもその乱行に嘆いて書状で「連日御酒、当時何事もさたありぬとも覚えず候、欺き入り候、欺き入り候」と評し、また貞顕は円喜に奏上を頼んだ用件が年を越えても未だに奏上されていない事にも慌てたという。この貞時の乱行が次代の高時の乱行として引用される事もある。


第三節　霜月騒動

霜月騒動とは、鎌倉時代後期の弘安八年（一二八五年）に鎌倉で起こった鎌倉幕府の政変。鎌倉幕府第八代執権・北条時宗の死後、元寇後の論功問題等への対応のため、九代執権北条貞時の外戚で有力御家人・安達泰盛が進めた改革・弘安徳政が行き詰まりを見せると、内管領・平頼綱ら反対派の勢力と対立が激化し、頼綱方の先制攻撃を受けて泰盛は討たれ、その一族郎党も尽く滅ぼされた。騒動はさらに関東、九州を中心に地方へ広がり幕府を二分する大規模な内乱となった。霜月騒動は、幕府の有力御家人である安達泰盛と御内人である平頼綱の権力闘争という至極、単純化された説明をされることが多いが、背景は複雑で、利害が対立した者は広範囲にわたり、この事件の直後に勃発した岩門合戦等、全国を二分する大きな争いとなっており、鎌倉幕府滅亡の遠因とされている。

弘安七年（一二八四）、北条時宗が三四歳の若さで死去すると、次代執権貞時の外祖父として幕政を主導する立場となった安達泰盛は弘安徳政と呼ばれる幕政改革に着手し、同年七月『新御式目』と呼ばれる三八カ条からなる追加法を発布した。一宮・国分寺の興行、関東御領の興行、悪党の禁圧、倹約の励行、河手・津料・沽酒・押買の禁止、鎮西神領の興行・回復、鎮西の名主職安堵、引付の興行、田文の調進、所領の無償回復令など、次つぎに法令が発せられ、実施されていった。主な目的はこれまで正式には幕府の支配下になかった本所一円地住人（非御家人）を正式な御家人として、幕府に取り込むことにあるが、国衙の管轄下にあった諸国の国分寺・一宮を守護の保護下に置き、幕府による交通・流通への関与を強めるため、河手・津料・沽酒・押買の禁止を行い、流出した鎮西（九州）の神社の社領を無償で回復するとともに売買を禁ずる等、多岐に渡る改革であった。所領返還や徳政は元の権利者の反発を生み、本所一円地住人の御家人化は、従前の領主や旧来からの御家人の反発を生み、御家人層を拡大し将軍権威を発揚して得宗権力と御内人の幕政への介入を抑制する政策は、北条一門の他、旧来からの御家人及び御内人の反発を生み、改革は早々に行き詰まりを見せ、かつ九州を中心に各地で訴訟が頻発したが、幕府の処理能力を大幅に超えており、機能不全の様相を呈していた。この改革は北条時宗の死後、早々に発布されていることから時宗が構想したものと思われるが、北条一門に対する制限もあり、時宗が早逝すると、北条一門や御家人、御内人の反発も強く、将軍でも北条氏でもない安達泰盛が主導して進めることは困難を極めた。弘安七年の段階で既に方針の修正が迫られ、翌八年の段階では追加法の発布もなくなって改革は事実上の破綻状態を来したまま、霜月騒動による安達泰盛の滅亡とともに終焉を迎えた。

これを機に頼綱は泰盛謀反と称して、それを誅滅するための兵を発した。両勢は鎌倉市内で大規模な合戦を展開し、将軍御所が延焼された。安達一族は激しく抵抗するも、泰盛とその嫡子宗景、弟長景は討たれた。泰盛の一族五〇〇名余りは尽く殺戮され、安達本宗家は根絶やしにされた。騒動は全国に波及して各地で泰盛派が追討を受け、殺害された。安達氏の基盤である上野国・武蔵国の御家人の被害は多く、武蔵では武藤少卿左衛門、遠江国では泰盛の甥宗顕、常陸国では泰盛の弟重景、信濃国では伴野彦二郎盛時らが討死・自害。鎮西特殊合議訴訟機関（鎮西探題の前身）で実務にあたっていた泰盛の次子盛宗も岩門城で少弐経資に攻められて敗死した。これだけの数の御家人らが組織的な反抗を起こすことなく、一気に討伐・誅殺されたのは用意周到な計画の元で時間を定めて一斉に襲撃したためと見られる。実権を握った平頼綱は泰盛の弘安改革を否定し、幕府の人事は得宗を頂点に大仏流、名越流を中心に北条一族の支配となり、足利氏ら旧来の御家人の姿は無かった。京都では泰盛と協調して弘安徳政を行っていたと見られる亀山上皇の院政停止が行われた。権勢を誇った頼綱も八年後の平禅門の乱で滅亡することになるが、泰盛の弟の子孫（安達時顕）及び頼綱の弟の子孫（長崎氏）は、再び取り立てられて両家間で婚姻関係を結ぶまでになり、北条得宗家が滅亡した東勝寺合戦において両家とも得宗家と運命をともにすることになった。

本来将軍と御家人の主従関係で成り立っていた幕府内部において、総領制が行き詰まる中で零細化した御家人が得宗被官の御内人として取り込まれ、得宗と御内人の主従関係を築くようになっていた。泰盛の改革で救済対象であった零細御家人は、御内人として得宗方の討手に回ったのである。一方、幕府創設以来の御家人達にとって、内管領・御内人が権勢を振るう事への反発は強く、それら外様御家人層の多くが泰盛方に加わっていた。将軍問題は得宗が幕府の頂点にありながらも、その出自の低さ故に自ら将軍になる事の出来ない北条氏が最後まで乗り越える事の出来ない壁となっていた。


第四節　何故鎌倉幕府は滅亡したのか

何故鎌倉幕府は滅亡したのか、北条得宗家の政治姿勢に問題があって関東の御家人に不満があったのか。北条氏は執権を代々世襲する形で、幕府の実権を握っていた、特に北条時宗以降、得宗と呼ばれる北条家本家の当主に権力が集中した。得宗家は御内人（みうちにん）と呼ばれる側近集団を使って政治を独占し、他の有力御家人を冷遇・抑圧するようになった。北条高時は政治的資質に欠け、専横・贅沢三昧のイメージが強い。鎌倉時代後期になると、御家人たちは次第に土地経営が苦しくなり、借金を重ねて没落してゆく。しかし、幕府はそれに対して有効な対策を打てず、徳政令などのその場しのぎの対応しかできなかった。御家人たちにとって、幕府はもはや頼りになる主君ではなく、搾取する存在となっていた。元寇で幕府は全国の御家人に動員をかけたが、外敵を追い払っただけで新しい土地（恩賞）が得られなかった。北条得宗家の専制と御家人たちの不満の蓄積が、討幕運動を正当化しやすい土壌を生み、それが武士の政権である鎌倉幕府の自滅につながった。

足利尊氏が鎌倉幕府に謀反を起こした理由は、一言で言えば北条得宗家の専制政治に対する不満と、後醍醐天皇の討幕運動への同調であったが、その背景には複雑な政治的・個人的事情があった。尊氏は足利家（清和源氏）という名門御家人の一族で、かつては幕府に仕えていた。しかし北条高時の時代には、幕府の政治は得宗家とその側近（御内人）に独占されており、足利氏のような有力御家人でも政治に発言する余地がほとんどなかった。尊氏自身も一時、謹慎・幽閉されたり、政敵から監視を受けたりしており、不当に冷遇されたとの自覚があったとされている。元弘の乱（一三三一）以降、後醍醐天皇は幕府打倒を目指して再び兵を挙げ、尊氏は当初幕府方として従軍している。しかし、建武元年（一三三三）になると、尊氏は突如、後醍醐方に寝返り、六波羅探題を攻め落とすという行動に出る。これは、尊氏が後醍醐天皇または討幕派公家から密かに討幕の勅命を受けていた可能性が高いとされている。当時、鎌倉幕府は公家や僧侶、庶民からも強い不満を買っており、倒すべき悪政の象徴として正当性を失っていた。尊氏が挙兵する大義は天皇の勅命による悪政打倒であり、政治的・道徳的正当性を得るための口実として有効であった。尊氏自身は非常に現実主義的な武将であり、「勝てる側につく」「正当化できる理由があるなら行動する」という冷静な判断を下したとも言われている。得宗家の独裁体制（＝御内人政権）に限界を感じた武士たちの反感が、尊氏の行動の原動力になったとも言える。


第五節　足利尊氏を支援した東国の御家人

足利尊氏が鎌倉幕府に反旗を翻した際、彼を支援した東国の御家人は確かに存在したが、多数派だったわけではなく、限定的だったと考えられている。尊氏が挙兵した元弘三年（一三三三）、後醍醐天皇の勅命を受けて畿内で動いたときで、東国ではなく、京都周辺での六波羅探題攻撃であった。東国の御家人たちはその時点では、まだ多くが鎌倉幕府方に残っており、尊氏に加勢した東国武士は目立つほど多くはなかった。足利一門やその縁者斯波家氏は早期から尊氏と行動を共にした。幕府に不満を抱えていた中小の地頭・御家人の中には、尊氏に従った者もいる。しかし、彼らが組織的に尊氏を支援したわけではなく、あくまで個々の判断での離反が多かったと考えられる。足利尊氏よりもむしろ、関東での決定的な反幕府勢力となったのは新田義貞で、このとき、ようやく多数の東国御家人が幕府崩壊後の体制を見据えて行動を開始した。すなわち、尊氏の謀反時点では、東国御家人の支援は限定的であったが、新田義貞の挙兵以降、東国も一気に動いた。


第六節　何故建武政権は崩壊したのか

何故足利尊氏は後醍醐天皇に謀反したのか、また東国の御家人の支援はあったのか。足利尊氏が後醍醐天皇に背き、建武政権から離反して挙兵した背景には、尊氏個人の野心だけでなく、武士全体、特に東国の御家人たちの強い不満と支援があった。幕府滅亡後、後醍醐天皇は建武の新政（一三三四）を開始。しかしその政治は、公家優遇・武士軽視の色が非常に強かった。戦功のあった多くの武士（特に東国の御家人）に対し、恩賞が不十分、あるいは全く与えられないこともあった。尊氏は建武政権で左将軍に任じられたものの、公家政治に関与する立場にはなれず、天皇の信頼も薄かった。特に天皇側近の公家・吉田定房や万里小路藤房らは尊氏を警戒していた。天皇はむしろ、楠木正成や新田義貞ら忠臣の武士を重用し、尊氏は政権中枢から次第に外されていた。東国で北条時行（北条高時の遺児）が挙兵（中先代の乱）、この反乱を鎮圧するため尊氏は天皇の命に背いて独断で東下し、鎌倉に入って時行を討伐した。だがそのまま、鎌倉にとどまり、後醍醐政権に反旗を翻す。尊氏はここで武士政権を掲げ、後醍醐天皇の政治に見切りをつけている。東国の御家人は建武政権における冷遇や公家主導への反発から、自分たちのための新しい武士政権を期待して尊氏を支援した。尊氏はただ謀反したのではなく、新しい正当性を打ち出す工夫をしている。後醍醐天皇に対抗し、光厳上皇（持明院統）を奉じて新たな院政させ、南北朝時代の発端としている。尊氏の行動は、単なる裏切りではなく、武士の利益を守るための政変として東国の御家人たちに支持された。


エピローグ

足利尊氏は何故鎌倉府を作ったのか。鎌倉府を作って鎌倉幕府を継承するとしながら、室町幕府は京都に置いたのか、足利尊氏が鎌倉府を設置した理由、そしてそれと室町幕府（京都政権）との関係については、彼の戦略や武士支配の構想が深く関わっている。鎌倉はもともと鎌倉幕府の本拠地であり、東国武士にとっては精神的・軍事的な中心地であった。尊氏は自らが西国（京都）を支配する一方、弟・足利直義を鎌倉に送り、関東を統治させた。これは単に軍事基地としてではなく、東国の政治的中枢としての意味を持つ機関、つまり鎌倉将軍府であった。鎌倉には武士の都という強いイメージがあり、東国御家人にとって京都政権は遠く、異質な存在であった。尊氏は武士の都・鎌倉を再利用することで、東国武士に旧幕府の継承者としての正統性を位置づけている。

京都には天皇と貴族社会があり、名目的な国家権力の中心であった。幕府を正当化するためには、天皇から征夷大将軍の任命を受ける必要があり、その政務は当然京都で行う必要があった。尊氏は延元三年（一三三八）に征夷大将軍に任命されてから、京都を政治の中心とし、室町幕府を本格始動させた。その時には南朝との抗争（南北朝時代）が始まっており、西国（近畿・中国地方）には戦略的拠点が必要であり、京都を支配下に置くことで、西日本の武士や公家、寺社勢力の掌握が可能になった。一方、弟・直義が関東を、尊氏が京都をそれぞれ統治する東西分権体制とせざるを得なかった。その時点では、先に室町幕府・鎌倉府の東西対立関係になると思うことはなかった。



参考文献

秋山敬「跡部氏の強盛と減亡の背景」『武田氏研究』二七、武田氏研究会、二〇〇三

秋山敬『甲斐武田氏と国人―戦国大名成立過程の研究―』高志書院、二〇〇三

秋山敬『歴史の旅　武田信玄を歩く』吉川弘文館、二〇〇三

秋山敬『甲斐源氏の勃興と展開』岩田書院、二〇一三

秋山敬『甲斐武田氏と国人の中世』岩田書院、二〇一四

磯貝正義『武田信重』武田信重公史蹟保存会、一九七四

跡部正明『巨大前方後円墳と倭国形成のプロセス』諷詠社、二〇二四

磯貝正義先生古希記念論文集編纂委員会『甲斐の地域史展開』雄山閣、一九八二

磯貝正義先生追討論文集刊行会『戦国大名武田氏と甲斐の中世』岩田書院、二〇一一

伊藤喜良『日本中世の王権と権威』思文閣出版、一九九三

伊藤俊一『荘園―墾田永年私財法から応仁の乱までー』中公新書、二〇二一

黒田基樹『関東足利氏の歴史　第４巻　足利持氏とその時代』戎光祥出版、二〇一九

黒田基樹『関東足利氏の歴史　第５巻　足利成氏とその時代』戎光祥出版、二〇一八

黒田基樹『図説　享徳の乱―戦国最大の合戦クロニクルー』戎光祥出版、二〇二一

黒田基樹『国衆―戦国時代のもう一つの主役ー』平凡社新書、二〇二二

近藤成一、他『古代中世の日本』放送大学教材、二〇二三

呉座勇一『陰謀の日本中世史』角川新書、二〇一八

呉座勇一『日本中世への招待』朝日新書、二〇二〇

呉座勇一『頼朝と義時―武家政権の誕生―』講談社現代新書、二〇二一

佐藤進一『室町幕府守護制度の研究　上』東京大学出版会、一九六七

佐藤進一『鎌倉幕府守護制度の研究』東京大学出版会、一九七一

佐藤八郎先生頌寿記念論文集刊行会『戦国大名武田氏』名著出版、一九九一

柴辻俊六『甲斐 武田一族』新人物往来社、二〇〇五

柴辻俊六『信玄の戦略』中央新書、二〇〇六

柴辻俊六『武田信玄のすべて』新人物往来社、二〇〇八

杉山一弥「室町期上総武田氏の興起の基底―武田信長の動向を中心としてー」『武田氏研究』二五、二〇〇二

杉山一弥『室町幕府の東国政策』思文閣出版、二〇一四年

杉山一弥『室町幕府の東国政策』思文閣出版、二〇一四

杉山一弥『図説　鎌倉府―構造・権力。合戦―』戎光祥出版、二〇一九

関　幸彦『その後の東国武士団―源平合戦以後―』吉川弘文館、二〇一一

鳥越一朗『陰謀の鎌倉幕府―執権北条氏をめぐる内紛クロニクルー』ユニプラン、二〇二二

乃至正彦『戦国大変―決断を迫られた武将たち―』ワニブックス、二〇二三

野口　実『源氏と坂東武士』吉川弘文館、二〇〇七

野口　実『部門源氏の血脈―為義から義経まで―』中央公論社、二〇一二

野口　実『治承～文治の内乱と鎌倉幕府の成立』清水堂、二〇一四

野口　実『図説　鎌倉北條氏―鎌倉幕府を主導した一族の全歴史―』戎光祥出版、二〇二一

西川広平「南北朝期安芸・甲斐武国家の成立過程について―由緒とネットワークを中心に―」『紀要』中央大学文学部 史学第六五号、二〇二〇

西川広平「十五世紀前半の東国情勢と甲斐武田家の動向」『紀要』中央大学文学部 史学第六八号、二〇二三

西川広平『シリーズ・中世関東武士の研究　第三二巻　甲斐源氏一族』戎光祥出版、二〇二一

西川広平『武田一族の中世』吉川弘文館、二〇二三

花岡康隆『シリーズ・中世関東武士の研究　第一八巻　信濃小笠原氏』戎光祥出版、二〇一六

平山　優『歴史ドキュメント　川中島の戦い上―関東擾乱・・戦雲の予兆―』学研Ｍ文庫、二〇〇二

平山　優『戦国大名と国衆』角川選書、二〇一八

平山　優『図説　武田信玄』戎光祥出版、二〇二二

本郷和人『さかのぼり日本史⑧室町・鎌倉　武士の世の幕開け』ＮＨＫ出版、二〇一二

本郷和人『戦いの日本史―武士の時代を読み直すー』角川選書、二〇一二

本郷和人『北条氏の時代』文春新書、二〇二一

本郷和人『宗教の日本史』扶桑社新書、二〇二四

峰岸純夫・江田郁夫『戎光祥中世論集　第３巻　足利尊氏』戎光祥出版、二〇一六

丸島和洋『戦国大名武田氏の家臣団』教育評論社、二〇一六

丸山裕之『図説　室町幕府―増補改訂版―』戎光祥出版、二〇二四

元木泰雄『河内源氏―頼朝を生んだ武士本流―』中公新書、二〇一一

元木泰雄『源頼朝―武家政治の創始者―』中公新書、二〇一九

森 茂暁『鎌倉時代の朝幕関係』思文閣史学叢書、思文閣出版、 一九九一

山田　徹、他『鎌倉幕府と室町幕府―最新研究で分かった実像―』光文社新書、二〇二二

山本幸司『頼朝の精神史』講談社選書メチエ、一九九八

渡辺大門『戦乱と政変の室町時代』柏書房、二〇二一



『長野県史』通史編　第三巻　中世二 長野県、一九八七

『長野県の歴史』県史２０、山川出版社、一九九七

『山梨県史』通史編2中世 山梨県、二〇〇七

『山梨県の歴史』県史１９、山川出版社、一九九九

佐藤正英『甲陽軍鑑』ちくま学芸文庫、二〇〇六

藪本勝治『吾妻鏡』中公新書、二〇二四

ＴＪmook『鎌倉から室町へー北条時之とその時代―』宝島社、二〇二四


第四章　鎌倉府と信濃守護相続

第四章　鎌倉府と信濃守護相続


プロローグ

南北朝の内乱から室町時代中期にかけての信濃は関東防衛の外郭として鎌倉府の管轄下におかれ、幕府と鎌倉府と双方から政治的影響を強く受けるようになる。とりわけ内乱の末期以降、鎌倉府が独立勢力としての道を歩みはじめ、幕府の対抗勢力として発展してくると、信濃の立場はこれまでと逆転し、幕府による関東封じ込め策の前線基地として位置づけられてくる。両者対立のはざまにおかれた信濃は、政治的に激しくかく乱されるようになる。さらに鎌倉府が内部分裂し、鎌倉公方と管領上杉氏とが対立するようになると、信濃の歴史は乱世の様相をおびてくる。

信濃は暦応二年（一三三九）から康永三年（一三四四）までと、貞治四年（一三六五）から応安三年（一三七〇）まで、室町幕府から鎌倉府の管轄に移行したが、再び幕府に取り戻された。幕府と鎌倉府の融和によって、鎌倉府の推挙で関東管領であり上総守護の上杉朝房が信濃守護に任じられたが、再び室町幕府将軍・足利義満と鎌倉府公方・足利氏満が対立すると、信濃は鎌倉府監視の最前線となり、鎌倉時代とは一変して京都の政情が大きく影響するようになる。天授五年（一三七九）の康暦の政変での大幅な守護改替により斯波義種が守護に補任される。明徳三年（一三九二）の明徳の和約による南北朝の合一後、幕府は在地豪族の荘園や公領の横領・濫妨を守護に命じて停止させようとしたため、複雑な対立関係が発生し、斯波氏に対する国人衆の反乱が起きた。その後、明徳の乱や応永の乱で武功を上げ信濃守護に復した小笠原氏と在地豪族の代表格村上氏が、国人衆（大文字一揆）を巻き込んで争い（大塔合戦）、小笠原長秀は京都へ追放された。応永九年（一四〇二）、信濃は室町幕府料国（直轄地）となり、政所の直接支配下に置かれ、守護職は空白化した。その間、幕府代官として細川氏が派遣されたが、応永一〇年（一四〇三）から翌年にかけて、村上氏や高梨氏を中心とした国人衆の反乱が起きた。その後は将軍と鎌倉公方、鎌倉公方と関東管領との対立が大きく影響を及ぼし、強力な支配権を持つ自立した大名が登場することはなかった。室町幕府将軍・足利義教により信濃守護に復し、上杉禅秀の乱や永享の乱、結城合戦などで活躍した小笠原政康は、関東公方足利持氏派の村上氏を抑えて信濃を一時平定したが、嘉吉の乱で義教の後ろ盾を失い、政康の没後、小笠原氏の家督相続と守護補任に幕府有力者の畠山氏と細川氏の対立関係が絡んで、小笠原氏は三家に分裂した。幕府による享徳の乱への出陣命令にも応えられないほどに衰亡した。


第一節　信濃守譲小笠原氏の興隆

元弘元年(一三三一)、後醍醐天皇の倒幕計画が漏れ、天皇は京を出て笠置城に籠った。鎌倉幕府は大軍を上洛させるが、その軍勢の中に小笠原信濃人道(宗長)と彦五郎(貞宗)の名が見える。元弘三年天皇方に寝返った足利高氏に誘われると、宗長は一族を率いて参戦した。宗長自身は間もなく亡くなったものと思われるが、その子貞宗は鎌倉幕府滅亡後に美濃国中河御厨を与えられ、翌建武元年(一三三四)の京都北山第での笠懸には貞宗以下一族三人が射手として参加している。そして、建武二年（一三三五）に信濃守護に任じられる。とはいえ、信濃武士がすんなりとその支配下に収まったわけではない。鎌倉時代を通じて長いこと北条氏が守護だったこともあって、北条氏残党の勢力が強く、北条高時の遺児時行が諏訪から蜂起する（中先代の乱）。反乱軍は信濃から関東へ進み、たちまち鎌倉を制圧したが、追討のため下向してきた足利尊氏に簡単に敗れて敗走、勝った尊氏が今度は建武新政府に叛するというように情勢はめまぐるしく変わる。その中で、貞宗は一貫して尊氏に従い、信濃守護家の基礎を固めたのである。暦応三年(一三四〇)、再起した北条時行の立籠る伊那郡大徳王寺城に対する攻撃軍の中核が貞宗による府中の御家人であった。貞宗は一族の浅間の赤沢氏、島立氏などを井川周遊に配する等して勢力の扶植に努めたとされ、また死直前の正平二年（一三四六）に春近領半分を与えられ、小笠原氏の府中経営の基盤を固めたのであった。


第二節　観応の擾乱と信濃守護

室町幕府は将軍尊氏と弟直義を中核として成立したのであるが、間もなく直義と尊氏の執事高師直との対立が始まり、両者は正面から武力衝突するようになる。観応元年（一三五〇)、九州へ下って勢力を回復してきた直冬(直義の養子)追討のため、尊氏は小笠原政長に一族を率いて上洛するよう命じた。上洛した政長は、西征に向かう尊氏軍には属さず都にとどまったが、翌年正月直義が入京するとそのもとに走り、打出浜(兵庫県芦屋市)の戦いでも直義方に属して尊氏軍を撃破している。ところが、その直後に直義の鎌倉入りの進路を妨害するよう尊氏の命令を受けており、再び尊氏方に戻ったことがわかる。やがて直義は毒殺されるが、この乱の結果政長が春近領、嫡子長基がその闕所分を安堵され、小笠原氏による府中支配は一段と強化される。その後の宗良親王を擁した南朝方との戦いでも政長は終始優位に立ち、信濃における勢力を拡大していった。信濃守護の座も政長が確保し、乱鎮定後の文和四年(一三五五)には長基が受け継いでいる。

室町暮府は成立当初から東国を重視し、鎌倉に嫡子義詮を配し、相模・武蔵・安房・上総・下総・上野・下野・常陸・甲斐・伊豆の一〇か国を統治させた。貞和五年(一三四九)、義詮に代って弟基氏が下向し、次第に職制が整備されて鎌倉府が確立する。鎌倉府は幕府の東国統治を円滑にするための機関であったはずであるが、その頂点に立つ鎌倉公方はしばしば将軍と対立、東国騒乱の火種となった。信濃は両者の勢力が接するちょうど境目に位置しており、鎌倉府の管轄に属する時期とそうでない時を繰り返す。貞治四年（一三六五）、信濃は鎌倉府所管となるが、その守護に鎌倉公方・基氏は上杉朝房を推薦し、任命された。長基はその職を解かれたのである。しかし、長基の立場が全く否定されてしまったわけではなく、その後も将軍の命を受けて戦功のあった武士に兵糧料所を預ける命令を出しているのは、守護権限の一部である軍事指揮権を依然として長基が行使していたことを示すもので、鎌倉府の全面的支配を警戒する幕府の牽制策であるとも解される。永和三年(一三七七)、信濃は鎌倉府の手を離れて室町幕府の所管するところとなった。そして、至徳元年(一三八四)、室町幕府侍所頭人・斯波義種が信濃守護となる。以後義将―義重と応永五年(一三九八)まで約十五年の間斯波氏の支配が続く。斯波氏は足利氏の一族で、義将は将軍を補佐する管領を通算二十年も務めるなど幕府において重きをなした人物であり、その支配には幕府の意向が強く反映することになる。当時、将軍義満と関東公方氏満とは対立関係にあり、両勢力の境界にある信濃は鎌倉府の動きを監視するためにも重要な位置を占めていた。斯波氏の守護任命はそのような背景のもとになされたものと思われる。義種の守護任命と同時に、兵糧料所配分権は上杉朝貞に与えられている。上杉朝房の守護解任の代りに鎌倉府に属する朝貞を採用したのは一種の妥協であろうが、その結果、小笠原長基は軍事指揮者としての立場も失ったのである。そのため、嘉慶元年(一三八七)の村上頼国・高梨朝高・島津太郎以下の国人の蜂起に、それまで鎮圧する側にあった長基が初めて国人側にたって守護軍と戦っている。しかし、次の義将は守護とともに軍事指揮者というそれまで別人に与えられていた立場をも手に入れ、国人の蜂起を終息させた。


第三節　大塔合戦

初めは上洛して第三代室町幕府将軍・足利義満に出仕して良く努めて、小笠原長秀が室町幕府から信濃守議に補任されたのは、応永六年(一三九九)のことである。父長基が守護の地位を離れてから三十四年、念願の守護復帰であった。信濃へ入ってくるのは翌七年のことで、長秀が最初に立ち寄るのは佐久郡の信濃守護代・大井光矩のところであった。ここで国内の国人たちに守護としての正式の入国であることを通知し、守護所のある善光寺に進み、国人の所領に守護使を派遣して年貢・課役の徴収を始めた。新守護の強引なやり方に怒った国人等は、村上満信・高梨朝高をはじめとして、佐久勢・海野氏・井上氏・醐津氏・仁科氏・大文字一機等が結集し、篠ノ井付近の千曲川河原で守議の軍勢と対戦する。非勢を見て取った長秀は塩崎城に入り籠城しようとするが、途中国人勢に襲われて分断され、一部三〇〇四騎は大塔の古要害に立籠り、二二日の籠城の末全滅した。長秀は塩崎城に入ったものの成すすべなく、大井光矩の仲介により国人たちと講和し、京都に逃げかえって、応永一二年（一四〇五）に信濃守護職を解任されている。一連のこの軍事行動で注目されるのは、長秀の動員し得た軍勢が伊那地方の武士に限られていたということである。このことは、守護長秀の力が信濃の一部にしか及ばなかったことを示しているが、それにもかかわらず、当時実の父親である長基が健在で府中井川館にいたはずであるのに、接触を図った様子はなく、立寄ってもいない。 一方、長基も塩崎城籠城という長秀の危機的状況に対して援軍を差し向けるような積極的な行動を全くとつていない。父子という間柄からすれば不自然に見えるが、これは、先に守護の地位を失なった長基が国人側と利害を共通するようになり、反守護の立場をとっていたことと関係がある。嫡男の長秀が守護になったからといって、簡単に今までの関係を精算して、長秀を支持することができないくらい信濃国人たちと結び付いており、また、国人たちの力もそれを許さないほど成長していたのである。長秀退去後、信濃は幕府直轄国になり、派遣された信濃代官・細川滋忠によって国人層は制圧されていくことになる。



長野市篠ノ井にある塩崎城跡

 [image: ]


第四節　小笠原政康の甲斐守護支援

小笠原政康は父長基の三男であり長秀の弟で、守護として信濃帰国に失敗した兄から応永十二年（一四〇五）に所領の譲与を受けており、実質的に小笠原氏の惣領の立場にあった。政康が禅秀の乱の時どのような行動を取ったかはっきりとはわからないが幕府方であったことは確かで、また隣国でもあり、政康の母が武田信春の娘で血緑的にも近い(叔父・甥)ことが、信元の帰国の支援を命ぜられた理由でぁろう。しかし、信元の甲斐国統治はスムースにはいかなかった。応永二十五年（一四一八）から二十六年にかけて三度も室町幕府将箪・義持から政康が信元援助を命じられているのは、甲菱における信元の苦戦を物語っている。この混乱の中で、信元は間もなく死去したものと思われる。

信元は、跡部駿河守明海・上野介景家父子を守護代とした。信濃を本拠とし、小笠原一族でもある跡部氏を推挙したのは政康であった。跡部氏は次第に力を得、やがて守護武田氏をも凌駕するほどの勢威を誇るが、寛正六年(一四六五)攻められて自害したところは小田野城(山梨市牧丘町西保)であった。ここが跡部氏の拠点であったかどうかはわからないが、西保は甲府市北部を通じて峡北方面と交流があり、信濃から入部した跡部氏が牧丘方面へ足を延ばしたということは考えられることである。北杜市明野町小笠原の福性院は小笠原大膳大夫(政康)を開基と伝えているが、実際に同寺の造立・再興に関与したのは跡部氏であろう。

甲斐へ守護代として跡部氏を送り込んだ政康は、応永三十二年（一四二五）信濃守護に任命された。禅秀の乱以後の軍事的貢献を評価されたものである。応永二十年の持氏攻撃のための上野出兵、永享八年(一四三六)の芦田氏討伐など一貫して幕府方として行動し、鎌倉府の動きに目を光らせていた。同一〇年には、信元の後に甲斐守護に補任されたが、長いこと帰国が叶わなかった信重(信満の嫡男)を助けて帰国を実現させ、さらに鎌倉府攻撃軍に加わり、翌年に持氏を自害せしめている。永享十二年（一四四〇）、持氏の遺子春王九・安王九が結城氏朝を頼り、いわゆる結城合戦が勃発するが、政康は幕府軍の陣中奉行として参戦する。この時の彼の率いる信濃武士の構成をみると、政康の部下と孝えられる武士たちは伊那郡と府中付近の武士が多く、長秀の時よりその勢力基盤が拡大していることがわかる。政康は小笠原氏の勢力回復に大きく貢献したが、嘉吉二年(一四四二)に死去している。


第五節 小笠原持長と小笠原氏の分裂

府中小笠原氏の始祖ともいえる貞宗は、康永三年(一三四四)に嫡子政長に惣領職とそれに伴う所領を譲った。甲斐国原小笠原荘・信濃国伊賀良荘・設岐国塩飽荘・上総国姉崎社である。原小笠原荘は名字の地であり、伊賀良荘は建武新政後に手に入れた伊那郡進出の拠点である。これ以外にも貞宗は、美濃国中河御厨・信濃国住吉荘・同船山郷・石見国河本郷などを領有していることが知られているから、これらの所領は別に庶子らに与えられたものと思われる。永徳三年(一三八三)、貞宗の孫長基は、上記四か所のほか、甲斐国石田郷・富原村、信濃国島立郷・浅問郷・福地郷・二子郷折中分、陸奥国石河荘、京都屋地及び甲斐国人代荘・信濃国沓沢郷の二か所を条件付きで嫡子長秀に与え、長男長将に信濃国塩尻郷・片切郷折中分、その弟政康に甲斐国塩田郷、信濃国田島郷折中分・同小島田郷を与えた。貞宗の時より所領が大幅に増えていることがわかるが、それは小笠原惣領家の力が強化されてきたことの一つの証拠と言えよう。

応永十二年(一四〇五)、信濃を追われて失意の内にあった長秀は、自分に実子が生まれた場合はこの譲与そのものを無効とすること、政康に実子が生まれない場合は長将の嫡男彦次郎に譲与することを条件に、所領を政康に譲った。その政康は、小笠原家のことは嫡男宗康と弟光康に任せ、伊賀良荘のことは光康が取り仕切るよう遺言してこの世を去った。ところが、長将の子持長は自分に相続権があると主張して争論になる。長秀の家督相続状で長将の長男彦次郎とは持長であり、父の長将は結城合戦で戦死しており、祖父の死後家督は二人の叔父長秀・政康に移り、嘉吉二年（一四四二）の政康の死後は従弟の小笠原宗康に継承された。この処置に不満の持長は、継父でもある室町幕府管領・畠山持国の支持を得て、文安二年(一四四六)宗康に戦いを挑み、漆田原(長野市)で討取ったが、幕府公認の守護を討ったのでは持長が守護に選任されるわけはなく、宗康の弟光康が信濃守護となる。持長は府中井川館（松本市）を、光康は伊那松尾館(飯田市)を拠点として抗争を繰り広げる。前者は畠山氏、後者は細川氏とそれぞれ中央の有力者の支援を受け、一種の代理戦争の様相を呈していた。このことは、宝徳三年(一四五一)頃持長が守護になった時の管領が畠山持国、享徳二年(一四五三)光康が守護に再任された時の管領が細川勝元だったことによく示されている。光康が守護に復帰した翌年、鎌倉公方になっていた足利持氏の遺児成氏は、関東管領上杉憲忠を討ち、再び関東は騒然となった（享徳の乱）。幕府は光康らに成氏討伐を命ずるが、持長の子清宗は国人や成氏と結び、激しく抵抗したため発向も思うに任せなかった。こうした混乱の中で、寛正二年（一四六一）ころ光康は没している。

持長は宝徳元年（一四四九）に諏訪大社が上社と下社に分裂すると騒動に介入、下社を支援している。一方の上社は光康の松尾小笠原家と連合した。


エピローグ

小笠原家は一族内に複数の分家や庶家があり、誰が家督を継ぐかについての明確な取り決めがないことが多く、血筋の近さだけでは後継者が決まっていない。信濃国守護職の地位は政治的に重要であり、軍事的な影響力が強かったため、一族内の相続争いに際しては、幕府や有力大名の後押しを得るかどうかが必要になり、持長・政康の系統にもそれぞれ支持勢力があったとされる。室町幕府（特に将軍・足利義教）は、当初持長の方を支持したと考えられている。義教は各地の守護に対し統制を強めようとしており、反抗的・独断的な動きを見せた嫡流より、従順な別流の人物を重用する傾向があった。また、持長は京都との関係も深く、中央政界での根回しを進めていたようである。光康は小笠原家惣領であり、在地の有力国人や旧来の小笠原家臣団の多くが支持し、特に信濃国内では、光康の方が正統な当主と見る向きが強かったとされる。一部の記録では、甲斐の武田信昌などが光康と連携した可能性も指摘されている（ただし明確な文献的裏付けは弱い）。この争いは長期にわたって信濃国内の秩序を乱し、最終的には小笠原家そのものの衰退につながる結果となり、のちに台頭する戦国大名・武田信玄が信濃へ侵攻する際、小笠原家はすでに力を大きく失っていたのも、このような内紛の積み重ねが原因であった。

小笠原持長は鎌倉公方・足利成氏から支援を受けていた可能性が高いと考えられている。室町時代中期、小笠原持長が家督を巡って争っていた時期は、ちょうど鎌倉公方・足利成氏と室町幕府との対立が深まっていた時期と重なっている。成氏は、幕府に対抗して独自の政治権力、東国の王者的立場を築こうとしていた。その一環で、中央から敵視されたり排除されかけていた武将を自陣営に引き込む動きを見せており、持長もその流れに乗った人物の一人とされている。成氏にとって、幕府に近い光康系を弱体化させる好機だった。信濃は関東と接する要衝だったため成氏の勢力が関東にとどまらず、信濃方面にも影響力を持ちたかった。持長も幕府と敵対して、もしくは冷遇され、成氏に接近した可能性がある。成氏が発給した御判御教書の中に、持長や信濃の武士に宛てたものがあるという説があり、また、成氏と連携した東国の諸勢力を通じて持長が後援を受けた可能性も考えられている。ただし、直接の書状や明確な命令書は現存していない。

成氏は最終的に幕府との戦い（享徳の乱）で孤立していき、支援する側にも余裕がなくなっている。持長も勢力を拡大しきれず、信濃の小笠原宗家の主導権を握ることには失敗し、以後の主流は光康―長時へと移行していく。


あとがき

 

　中世は東国武士の時代であった。それは権力争い、相続争い、地権争いと内乱、争乱、紛争が相次ぎ、それが時代がくだるにつれて頻発、拡大していったといっても過言ではないだろう。室町時代中期の戦国期を迎えようとする頃の武士と、鎌倉時代の武士は争乱を繰り返すところは同じであるが、中世の武士は政治体制が進化しているはずが、かえってそれが対立を究め争乱が拡大していた。鎌倉時代には源頼朝の蜂起を支援し、鎌倉幕府の御家人として成長を遂げた東国武士は、反骨ながら政権に従っていた。しかし北条政権を崩壊させて成立した後醍醐天皇の新政権には、足利尊氏を支えて反発し、京都の室町幕府と東国の鎌倉府の二極化に近い二重政権体制を成立させている。室町幕府将軍と鎌倉公方という足利一族が統治するはずの室町時代の政権は、その権力と支配をめぐって争い、さらに東国武士の抵抗があり争いが絶えることはなかった。

　この物語は、京都の幕府と東国の鎌倉府という二重政権体制に翻弄されながら鎌倉府に奉仕する東国武士の史実をさかのぼって解明している。室町時代中期に争乱が頻発したのは、それを助長した政治的背景があり、それは鎌倉府公方と関東管領の内部紛争であり、さらに室町幕府将軍と鎌倉府公方の権力争いであった。京都にあった政権に対する東国武士の反発状況を解明するには、鎌倉府公方の室町幕府将軍への抵抗要因の歴史をさかのぼる必要がある。中世の東国武士社会は、鎌倉時代以来の伝統的雄族を中心とした武家社会であって、その当事者主義を制御・調停するのが足利一族に求められた機能であったはずが容易ではなかった。鎌倉公方は、事あるごとに東国武士を圧迫し、その土地を獲得・配分して新たな主従関係を築くいとなみをおこなった。鎌倉公方の地位は、室町幕府からの権限移譲を超えて、自ら培ったものによって維持・展開されていた。東国武士の争乱は鎌倉公方の管理下にあって、伝統的雄族の本宗家が滅亡し、庶流により再興されていることが多かった。

　この物語は、室町時代時代中期に勃発した上杉禅秀の乱を知り、東国武士の紛争であったが、室町幕府、鎌倉公方、関東管領という三者の争いであり、多くの東国武士が関与し滅亡したことを解明している。やがて足利持氏の反発により永享の乱が勃発したが、室町幕府将軍の権力発動により鎌倉公方が滅亡したが、やがて鎌倉府が再生された経緯につて説明している。室町幕府と鎌倉府の境界にあった甲斐国、信濃国では、両権力の対立の図式があった。甲斐国では武田氏が守護に補任され、守護代跡部氏の支援について説明し、やがて守護大名として成長した経緯について物語っている。一方の信濃国では小笠原氏が守護に補任されたが、両権力に圧迫されて小笠原氏の内訌が勃発し、やがて三族に分裂して勢力が衰えた経緯について物語っている。そこから歴史をさかのぼり室町幕府と対立していた関東府の成立要因を知り、そこには東国武士の反骨があったことを物語る。さらに鎌倉時代に北条政権を崩壊させたのは東国武士の勢力であったことを知り、それが鎌倉将軍府・鎌倉府が設置された要因であったことを物語る。中世の行政権力は二極化されていたことが対立を生み、東国武士の抗争要因になっていた、中世の東国武士の社会を理解するために歴史をさかのぼって物語っている。

 

　室町時代には、東国では多くの武士団が活動していた。京都扶持衆や鎌倉公方、関東管領などがその代表例である。これらの武士団は、地域ごとの勢力として、室町幕府との関係や政治的な役割を担っていた。 京都扶持衆は、鎌倉府の管轄国内で武士でありながら、鎌倉府に出仕する義務はなく、鎌倉公方の指揮を受けず、直接将軍の指揮下にいた。幕府はこれら京都扶持衆を組織し、反鎌倉府活動を行った。表向きは京都扶持衆の行動を批判したものの、実際には様々な援助をしていた。鎌倉公方は室町幕府初代将軍である足利尊氏が、東国統治を強化するために設置した政務機関であった。足利氏の一族が世襲し、独立した大きな権限があり、東国の政治的な中心として君臨した。鎌倉公方を補佐する役職の関東管領は上杉氏が世襲し、鎌倉公方と室町幕府との調整役を担った。室町時代はこれらの武士団は、東国の勢力として、幕府との関係や政治的な役割を担うが、東国武士の勢力争いが頻発し、東国の歴史に大きな影響を与えている。

　鎌倉時代の東国武士は、鎌倉幕府を支える重要な存在であった。源頼朝が東国武士をまとめ、幕府を形成する際に、彼らは頼朝に忠誠を誓い、御恩と奉公の契約を結んだ。特に、三浦氏や北条氏などの豪族が中心となり、幕府の運営に大きく貢献している。鎌倉時代に東国武士は、その武力と武士精神で政権運営に大きく貢献している。東国は平野が広がり、馬の飼育に適していたため、武士の育成に適した環境であり、 刀や弓矢を使いこなし、馬に乗って戦う武士たちは、鎌倉幕府にとって強力な兵力であった。頼朝は東国武士をまとめ、平家を打倒し、朝廷に対抗できる勢力に成長させた。東国武士たちは、領地を所有し、そこからの収入で生活し、頼朝は、御家人として御恩と奉公の契約で、東国武士の領地を保障し、戦功に応じて恩賞を与えている。御家人制度は、幕府と武士の間で、互いの利益を守るための重要な制度であった。鎌倉時代に東国武士は、兵力としてだけでなく、幕府の運営に貢献し、武士社会の基盤を築き、幕府の成立と発展を支えた重要な存在であった。

 

追記

　本論でいう東国とは、いわゆる歴史書でいう関東と同義である。鎌倉府が支配領域とした関東八か国（相模、武蔵、安房、上総、下総、常陸、上野、下野）と伊豆と甲斐である。しかし、さらに奥州の陸奥、出羽を加えた場合を関東とは別にして東国とする見解もある。本論では、さらに信濃について論じている。

　本論は、中世東国武士の史実を、さかのぼりながら物語っている。慎重に調査して、綿密に研究して論理展開して物語っているが、それぞれの史実の確証は表示していない。表現に間違いはないと考えているが、中世史の専門家によるご指摘があれば、甘受する用意はある。

　筆者は中世史についてはアマチュアであることは認識していたが、鎌倉府が設置されていた室町時代中期が、あまりに争い、対立、動乱で混乱していたので研究を続けてきた。しかし、本物語を著作したことで区切りとして、筆をおきたい。
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